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被爆・戦後80年 子ども平和新聞プロジェクト記録集に寄せて

　「平和とよりよい生活のために」というスローガンのもと、私たちは戦争や被爆体験の実相を

継承し、戦争も核兵器もない平和な世界への願いを次世代へとつなぐことの重要性を強く感じ

ています。

　被爆・戦後80年を迎えるにあたり実施した「子ども平和新聞プロジェクト」は、次世代を

担う子どもたちに平和について深く考えるきっかけを提供すること、また地域の新聞記者から

ジャーナリズムの視点を学ぶことで新しい「見方」や「考え方」を身につけることを目的としました。

　全国21地域の生協から参加した小・中・高校生137名の戦争を知らない子どもたちが、

戦跡や平和学習施設を訪れ、被爆者や戦争体験者、伝承者の話を伺いながら、自分たちの思

いと言葉を大切に新聞づくりに挑戦し、67枚の平和新聞が完成しました。

　子どもたちは、新聞づくりを通して戦争の悲惨さや平和の尊さを実感しました。「争いがない

世界」や「協力し合える世界」という理想を語り合い、核兵器の恐ろしさや戦争のむなしさにつ

いて学びました。その中で、家族の絆や命の大切さについて考えたお子さんもいらっしゃいま

した。新聞作成の楽しさや難しさを感じる中で「伝える責任」を意識し、異なる学校の子ども

同士で「交流や学びあいを広げたい」と、前向きな姿勢も見受けられました。

　子どもたちの視点で書かれた記事は、多くの世代の心に届いたことと思います。特に同じ

世代の子どもたちには、戦争のない平和な世界を守るために自分たちにできることは何か、

一人ひとりが考えるきっかけとなれば幸いです。

　私たちは、この記録集を未来への約束とし、今後も次世代の子どもたちに同じような学びの

場を提供し続けていきます。平和を守るために声を上げ、行動する人を育てることが私たちの

使命です。この取り組みが、戦争の悲劇を繰り返さない社会を築く一歩となることを心から

願っています。

代 表理事会長
新井 ちとせ

― 1 ―



いわて生活協同組合

協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

朝日新聞社 2 3

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

・ピースアクションinヒロシ
マの現地で取材

・子ども平和会議にも参加

・HP掲載　

・広報紙「わいわいコープNo.139」に掲載

・コープ・こ～ぷ委員への配布　800部

・生協店舗（15店舗）にポスター（A2版）掲示と新聞を
配置（A3）800部

・「秋のコープのつどい」会場でポスター掲示

・核兵器禁止の学習会で配布（200部）

・	当初、協力を依頼先に手がかりがなかったのですが、毎年開催している「平和のつど
い」に、以前取材に来た朝日新聞の女性記者の方が熱心に取材してくれたことを思い
出し、連絡したところ快諾してくださり、新聞作成にたどりつくことができました。

・	ピースアクションに子どもが参加することはこれまでもありましたが、感想文を書い
てもらい、それを活用するくらいでした。今回は「戻ってきてから新聞をつくって伝
える」という使命をもって参加してもらうことができ、本当にすばらしい記事も書い
てもらいました。

・新聞を見た方からも非常に好評です。　

・	朝日新聞にも掲載されました。

エピソードなど

・	私たちの日常がどれほど平和であるか、そして無知や無関心でいてはいけない状況では
ないかと改めて感じました。自分の子どもと一緒に考えていかなければならないと思いま
した。（40代）

・私たちには微力だけど無力ではない、と語りかけてくれたように、戦争のない世界にして
いくように思いを繋げていきたいです。（70代）

新聞を読んだ方の
感想
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いわて生活協同組合
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協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

河北新報社 5 4

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

・訪問施設：仙台市戦災復興記
念館

・お話を聞いた方：仙台市戦災
復興記念館ボランティア及川
さんと仙台空襲体験者　広瀬
喜美子さん

・ピースアクションinヒロシマ派遣報告会で報告と配布
・店舗掲示と配布
・メンバー集会室掲示
・ホームページに掲載
・「秋のコープのつどい」の資料に掲載（3000部）
・「みやぎ９条のつどい」で配布（1000部）

・	平和とは争いがない世界・食べ物がある世界・ひんぷの差がない世界・協力しあえる世界。
・	原爆の量や大きさなどを学べました。これからも平和を守っていきたいし伝えていきたい。
・	当たり前にあるものがないのはやっぱり苦しいし、平和や戦争について「今自分たちがで
きること」を考えられたので良かったです。

・	平和とは喜びです。長く続くよう今日も生き続けたい。
・	戦争はただ人をころすだけで勝ってもあまり意味がないと思う。

参加者の感想

みやぎ生活協同組合　

・メンバーは一般公募と昨年までのピースアクション inヒロシマ参加者に声かけをしました。

・河北新報の子ども新聞「週刊かほピョンプレス」（9/21）で紹介されました。

・「新聞社の方から学び、様々なことがデジタル化されている今、紙面で平和を伝えると
いう企画が良い」「子どもたちの文字から伝わるものがあった」との感想がありました。

エピソードなど

河北新報子ども新聞
「週刊かほピョンプレス」（9/21）
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みやぎ生活協同組合　
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平和な世の中にするために仙台空襲

戦時中の食べ物：もちろん魚や

肉はなく野菜や雑草しかない

実際に残っている防空壕

形や大きさは当時より

小さくなっている

　写真撮影＆キャプション

　byピースクラブメンバー

当時のことを話している広瀬さん

戦時前や後の様子

7月30日（水）
仙台市戦災復興記念館で取材

取材の様子 みんなでパチリ

一気に減った２０～３９歳の人

B-29が爆撃して仙台を

火の海と化した焼夷弾

空襲を防ぐための防空壕

みやぎ生活協同組合

― 6 ―



協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

茨城新聞社 5 2

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

・広島平和記念公園
・ピースアクションinヒロシマに参加し現地
で取材を行いました。

・パルシステム茨城栃木の機関紙で紹介
・8月24日、ピースアクションinいばらき
夏での報告

茨城県生活協同組合連合会

・	戦争について知る人はどんどん少なくなっているので、私たちのような若い世代が語り継
いで残していくことが大切だと思いました。

・	核爆弾は一瞬ですべてを奪いました。これほど恐ろしく残酷なことはありません。被爆国
である日本はその事実を世界に発信し続けることが大切だと思いました。

参加者の感想

・7月12日(土)、8月４日～6日の「ピースアクション inヒロシマ平和スタディツアー」に参加
するいばらきコープとパルシステム茨城 栃木の組合員家族が集まり、オリエンテーションと
事前学習会を開催しました。いばらきコープ２家族（３名）、パルシステム茨城 栃木２家族
（６名）が参加をしました。 

・ピースアクション実行委員会は、いばらきコープ、パルシステム茨城 栃木、茨城JA中央会、
茨城県生協連が担いました。

・実行委員会から３日間の行程や諸注意、まとめの会、報告会などの説明と合わせて、子ど
も平和新聞プロジェクトの説明も行いました。

・協力いただく茨城新聞社の澤畑様から新聞作成のポイント、取材時の注意点などについて、
写真や図を交えた説明がありました。

エピソードなど
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茨城県生活協同組合連合会

― 8 ―



茨城県生活協同組合連合会
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茨城県生活協同組合連合会
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茨城県生活協同組合連合会
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協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

茨城新聞社 4 3

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

・訪問施設：水戸市平和記念館、
　　　　　　筑波海軍航空隊記念館

・いばらきコープHPで報告
・いばらきコープ平和のつどいでの展示
　（9月13日）
・いばらきコープフェスタでの展示と配布
 （3000部印刷予定）（12月6日予定）
・茨城新聞で掲載されました。

・	ピースアクション in オキナワに参加されたお子さんが、子ども平和新聞プロジェクト

にも参加してくれました。

エピソードなど

いばらきコープ生活協同組合
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2025年（令和 7年）9月 13日（土） いばらきコープ子ども平和新聞

復元日輪舎（内原郷土史義勇軍資料館出展）内原郷土史義勇軍資料館出展

茨城県の戦争の歴史に触れ、失われた命や平和の

尊さを思い、これからも平和な世界が続く社会を築

く一人ひとりになってほしいと願っています。心に

深く響くメッセージを受け取ってください。の思い

を込めて茨城大学の先生・学生と 1年をかけて作成
した戦争遺跡・記憶を伝える動画を視聴して、思い

を受け取り自分で調べて、感じたこと、伝えたいこ

とを言葉にした新聞です。

いばらきコープ生活協同組合
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2025年（令和 7年）9月 13日（土） いばらきコープ子ども平和新聞

水戸市平和記念館にて（水戸市平和記念館出展）

水戸市平和記念館出展

いばらきコープ生活協同組合
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いばらきコープ生活協同組合

2025年（令和 7年）9月 13日（土） いばらきコープこども平和新聞

金井少尉と手作りのペンダント

（筑波海軍航空隊記念館より出展）

筑波海軍航空隊記念館
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2025年（令和 7年）9月 13日（土） いばらきコープ子ども平和新聞

参加したこどもたちは、「こども平和新聞」の作成を通し平和について感じたことを、平和への思いを

込めて『わたしの平和宣言』を作成しました。

子ども平和新聞プロジェクトに参加したメンバー

いばらきコープ生活協同組合
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協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

上毛新聞社 8 5

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

・渋川市平和委員会の方を
講師にお招きし、「渋川
空襲」をテーマに午前中
は座学・午後は戦跡５か
所(渋川商工会議所・良珊
寺・佐久発電所サージタ
ンク・防空壕・おろかも
の之碑)をめぐりました。

・８月４日週のコープデリ宅配のカタログと一緒に配布（107,300部）
・宅配センター、店舗、組合員室にポスター掲示
・8/17 コープぐんま「戦雲」上映会展示コーナーにて配布
・9/ 6 コープぐんまフェスタ理事ブースにて配布
・ホームページにて公開
 ・ピースアクションinヒロシマの8/5みんなのひろばコープぐんま
ブースで配布

・8/31　�コープぐんまピースアクション報告会でピースクラブで学ん
だことを発表

 ・9/28 修了式・自主学習発表会・平和の木の作成

・ピースクラブに参加する前は遠い存
在だった戦争が、終了後は身近に感
じることができ勉強になりました。

・ピースクラブは自分の世界を広げて
くれます。教科書で学ぶものではな
く、肌で感じることができました。

・戦争体験者からのお話を聞いてみた
いです。

・仲間と楽しく学ぶことができました。

参加者の感想

生活協同組合コープぐんま

・ピースクラブメンバーから４名がピースアクション in ヒロシマに参加しました。

・今年で５回目になるピースクラブですが、８名と多くの子供たちが集まったため、４ページも
の新聞を作ることができました。最初は緊張していた様子でしたが、回を重ねるにつれ中が深
まり、楽しんで学習をしてくれました。新聞のレイアウトやイラスト、見出しに子どもたちの
こだわりが詰まっています。教科書では学べない貴重なことが学べてよかったとの声が多く、
事務局側も平和学習を行う意義を改めて感じることができました。

・ご協力いただいた渋川平和委員会の方が資料や実物資料をたくさんお持ちで、軍服や焼夷弾の
破片などを実際に手に取りながら学ぶことができたのは大変貴重な機会でした。次年度以降も
関わりを持ち、コープぐんまの平和学習を広げていきたいです。

エピソードなど
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生活協同組合コープぐんま
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生活協同組合コープぐんま
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生活協同組合コープぐんま
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生活協同組合コープぐんま
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協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

山瀬　一彦氏（元朝日新聞記者） 4 3

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

・中村紘さん（被爆者）、
  小谷孝子さん（被爆者）

・不二女子高校演劇部（朗読劇の上映）

・「子どもたちに平和な未来を2025」の
   取材を行いました。

・ホームページにて公開しました。
　https://www.palsystem-chiba.coop/
   news/detail/post-36584/

・	被爆者の話を初めて聞き、核兵器は絶対に使ってはいけないと思った（子ども）

・	新聞を書いたことで、少しでも平和につながると良いです（子ども）

・	参加された皆さんのまとめる力に驚き、頼もしく思いました（元記者）

・	現役の記者ではなく、パルシステムの広報担当者の講師として繋がりのある元新

聞記者の方にご参加をいただきました。参加した子どもたちは、記者の役割は「『伝

える価値＝心が動くものごと』がある情報を集めること」と、記者としての心構え

を学ぶことができました。

エピソードなど

参加者の感想

生活協同組合パルシステム千葉
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生活協同組合パルシステム千葉
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生活協同組合パルシステム千葉
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生活協同組合パルシステム千葉
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生活協同組合パルシステム千葉
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協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

千葉日報
後援・千葉市 6 2

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

 ・1日目：千葉市主催「平和アニメ上映・戦
災体験講話会」に参加。（千葉市生涯学習
センター小ホール）

・2日目：千葉空襲体験者髙山章子（たかや
まふみこ）さんのお話を聞きました。

・サステナビリティサイトで発信

・8/30(土) コープみらい平和の旅体験報告
会(コーププラザ秋葉原）

・2/15(日) コープみらいフェスタin 幕張メッ
セ きやっせ物産展（予定）

・	本当の新聞づくりを学ぶ事が
できた。千葉市で空襲があっ
たことを知る貴重な機会にな
りました。

・	映画を観て「もし家族が戦争
に巻き込まれたら…」と感じ、
家族の絆や大切さを改めて考
えました。

・	国同士の話し合いで解決でき
るはずなのに、多くの人が傷
つく「戦争」に強くむなしさ
を感じた。

参加者の感想

生活協同組合コープみらい千葉県本部

〔プログラム〕
1 日目：千葉市生涯学習センター小ホール
　・千葉日報記者による新聞づくりのポイントや上手な写真の撮り方のレクチャー
　・千葉市主催「平和アニメ上映・戦災体験講話会」に参加

2 日目：コーププラザ千葉
　・�千葉空襲体験者髙山章子（たかやまふみこ）さんから体験の語り部を続ける想いや体

験したことのお話と質疑応答
　・�千葉日報記者から、新聞づくりで大切にすることなどをお話いただきました。

エピソードなど
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生活協同組合コープみらい千葉県本部
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生活協同組合コープみらい千葉県本部
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生活協同組合コープみらい千葉県本部
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訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

・さいたま市内の戦跡巡り：
   起志乃天神内の｢奉安殿｣、日本
赤十字社埼玉県支部内の｢殉職
救護員之碑｣を巡り、平和くら
ぶ連絡会（地域クラブ）がそ
れぞれの戦跡について解説。

・被爆体験講演とインタビュー：
  埼玉県原爆被害者協議会（しら
さぎ会）木内様による、被爆体
験講演。

　 完成した新聞の掲示先（予定）　
・8/10(日)～8/31(日) 埼玉ピースミュージアム(埼玉県平和
資料館)

・8/12(火)～8/19(火) さいたま市平和展｢平和祈念写真展｣
(大宮図書館)

・8/30(土) コープみらい平和の旅体験報告会(コーププラザ
秋葉原）

・9/13(土) 埼玉県生協連ピースフォーラム（埼玉会館）
・10/5 (日) コープみらいフェスタinさいたまスーパーアリーナ
・12/15(月)～12/21(日) さいたま市平和展(大宮図書館)

・	会場提供や参加者募集のよびかけにさい
たま市の協力を得ました。

・	埼玉新聞社とつながりのある松山高校の生
徒が新聞づくりのサポートをしてくれました。

エピソードなど

・	被爆者の方の貴重なお話を聞き、 歴史（特に戦争）について学ぶ意欲が増しました。
・実際に取材をしたり新聞作りは難しかったけど、みんなで協力できて楽しかった。

参加者の感想

生活協同組合コープみらい埼玉県本部

協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

埼玉新聞
 共催：さいたま市
 協力：平和くらぶ連絡会、
           埼玉県立松山高等学校、
          埼玉県原爆被害者協議会（しらさぎ会）

17 1

（９） （８）２０２５年（令和７年）８月２９日（金曜日） （第３種郵便物認可） （第３種郵便物認可） ２０２５年（令和７年）８月２９日（金曜日）
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埼玉新聞 2025 年 8月 29 日付　8－ 9 面　※埼玉新聞の許可を得て掲載しています。
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生活協同組合コープみらい埼玉県本部
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生活協同組合コープみらい埼玉県本部
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生活協同組合コープみらい埼玉県本部
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生活協同組合コープみらい埼玉県本部

― 35 ―



生活協同組合コープみらい埼玉県本部
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協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

東京新聞 8 3

・東京大空襲の資料館で西尾さんの話を聞き、
戦争が常に死と隣り合わせだと痛感しまし
た。このつらい経験を単なる歴史にせず、未
来へ伝えていきたいです。

・自分の住む東京で、広島・長崎に次ぐ規模の
空襲があったと知り衝撃を受けました。この
悲劇を繰り返さないよう、後世に伝え続ける
ことが大切だと感じました。

参加者の感想

生活協同組合コープみらい東京都本部

〔プログラム〕
１日目：コーププラザ秋葉原
・新聞の歴史の講義、取材の礼儀や記事の構成
の学習

・�１枚の新聞を作り上げるために、子どもたちで
（メイン記事、サブ記事、年表作成、写真）な
ど分担

２日目：東京大空襲・戦災資料センターで学習・取材
・学芸員によるガイダンス、展示品の見学
・戦争経験者からの空襲体験講話、取材

３日目：中日新聞東京本社
・２日目以降の取材原稿をもとに、役割に分か
れて記者と記事の推敲

・「子ども平和新聞」の実際のレイアウトや見出
しを含め構成を練り上げ無事完成

エピソードなど

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

◆「新聞記者に学ぶジャーナリズム学習会」
講師：東京新聞編集局読者部部長 柏崎智子さん

◆「東京大空襲・戦災資料センター見学・取材」
会場：東京大空襲・戦災資料センター
講師：学芸員 比江島大和さん / 空襲体験者講話 西尾静子さん
        東京新聞編集局読者部部長 柏崎智子さん

◆「新聞制作・発表会」

会場：中日新聞東京本社

講師：東京新聞編集局読者部  
        部長 柏崎智子さん
        整理部 吉田さん
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生活協同組合コープみらい東京都本部
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生活協同組合コープみらい東京都本部
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協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

朝日新聞社 
東京本社広報・ブランド推進部 5 4

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

・東都生協平和のつどいへの参加

・東友会の方へ取材記事
（※東友会：東京都原爆被害者協議会）

・ピースアクションinヒロシマへ参加(1名）

・子ども平和新聞発表会（１０月５日）実施
・東都生協機関誌ＭＯＧＭＯＧにて特集
・東都生協ホームページにて開催報告
・東都生協アプリの「ルーム」にて期間限
定で新聞紹介

・地域の平和活動時に新聞を配布

・	子ども記者たちが平和について考える機会になり、平和の継承の一歩となりました。

・朝日新聞に掲載されました。

エピソードなど

東都生活協同組合

・戦争はみんなを悲しませる、マイナスになってもプラスになることは決してないと思います。

・取材を通して戦争の辛さ、核兵器の恐ろしさを知りました。この夏に学んだ色々なことは忘
れないと思います。

・今、戦争がおこっている国の人の気持ちがよくわかりました。

参加者の感想

・難しい課題に向かって一生懸命自分で調べ、考え、そしてこの新聞を通して娘の成長をぐん
と感じました。大変だったと思うけれどすごくいい経験になったと思います。

・以前、広島に家族で訪問をしたこともありましたが、その時は家族で話をするだけでした。
今回、同年代のお友達と一緒に学んだことが良かったと感じています。

保護者の感想
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第１号	 核兵器廃絶新聞	 ２０２５年（令和７年）１０月５日（日曜日）

核
兵
器
の
影
響
、
何
十
年
も�

大
野�

煌
貴

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
時
の
光
景
を
想
像
で
き

ま
す
か
。

隣
の
家
の
子
ど
も
と
自
宅
で
セ
ミ
と
り
を
し
て

い
た
家
島
昌
志
さ
ん
（
83
）
に
よ
る
と
、
家
中
の

ガ
ラ
ス
が
吹
き
飛
び
、
屋
根
も
め
く
れ
あ
が
っ
た
。

家
島
さ
ん
の
体
も
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
が
、
幸
い
ケ

ガ
は
な
か
っ
た
。
で
も
、母
親
は
ガ
ラ
ス
が
刺
さ
っ

て
体
内
は
破
片
だ
ら
け
に
な
っ
た
と
い
う
。

苦
し
み
は
被
爆
直
後
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
原
爆

被
害
を
免
れ
た
と
元
気
に
暮
ら
し
て
い
た
父
親
は

被
爆
か
ら
24
年
後
に
ガ
ン
を
発
症
し
て
あ
っ
と
い

う
間
に
亡
く
な
っ
た
。
家
島
さ
ん
自
身
も
原
爆
投

下
後
72
年
も
た
っ
て
ガ
ン
を
発
症
し
、
何
十
年
も

影
響
が
残
る
核
兵
器
の
怖
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

ま
わ
り
に
は
、
結
婚
相
手
の
親
族
に
反
対
さ
れ
る

な
ど
、
ひ
ど
い
差
別
を
受
け
た
人
も
い
た
と
い
う
。

家
島
さ
ん

は
言
う
。「
核

兵
器
は
一
発

で
日
本
を
終

わ
ら
せ
ら
れ

る
。
だ
か
ら

廃
絶
し
な
け

れ
ば
い
け
な

い
」。
お
び
た
だ
し
い
数
の
人
命
を
一
瞬
に
し
て
奪

う
ば
か
り
か
、
長
い
あ
い
だ
多
く
の
人
を
苦
し
め

る
核
兵
器
は
な
く
す
べ
き
だ
と
私
も
思
っ
た
。

写
真
展
「HIROSHIMA	1945

」
を
東
京
都
写

真
美
術
館
で
見
学
し
た
。
最
も
衝
撃
を
受
け
た
の

は
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
る
前
と
後
の
原
爆
ド
ー
ム

周
辺
の
景
色
を
撮
っ
た
写
真
だ
。
き
れ
い
な
川
と

広
が
る
市
街
地
が
、
投
下
後
は
が
れ
き
の
山
と

な
っ
て
い
て
「
本
当
に
同
じ
と
こ
ろ
で
撮
っ
た
の

か
」
と
疑
っ
て
し
ま
う
ぐ
ら
い
、
景
色
が
ま
る
で

違
っ
た
。
息
を
引
き
取
っ
た
人
を
そ
の
場
で
火
葬

す
る
写
真
も
衝
撃
的
で
、
私
は
言
葉
を
失
っ
た
。

（
お
お
の
・
こ
う
き
　

10
歳
　
小
平
市
立
小
平

第
十
三
小
学
校
４
年
）

「
ノ
ー
モ
ア
原
爆
」
を
語
り
つ
ぐ�

久
崎�

泰
誠

７
月
12
日
、
世
田
谷
区
の
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

で
第
21
回
「
東
都
生
協	

平
和
の
つ
ど
い
」
が
あ
り
、

参
加
し
た
。
終
了
後
、
東
友
会
※
代
表
理
事
で
被

爆
者
の
家
島
さ
ん
と
事
務
局
長
の
村
田
未
知
子
さ

ん
（
74
）
が
、
私
た
ち
子
ど
も
記
者
５
人
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
く
れ
た
。

平
和
を
求
め
る
活
動
の
シ
ン
ボ
ル
が
鶴
で
あ

る
の
は
な
ぜ
か
。
２
歳
で
被
爆
し
た
あ
と
12
歳
で

亡
く
な
っ
た
佐
々
木
禎
子
さ
ん
は
、
薬
を
包
む
紙

で
鶴
を
折
り
、
祈
っ
た
。「
早
く
治
り
ま
す
よ
う

に
」。
千
羽
鶴
な
ど
鶴
に
は
、
健
康
や
平
和
へ
の

切
実
な
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。

戦
争
中
の
食
べ
も
の
は
？
　「
ほ
と
ん
ど
が
軍

隊
に
提
供
さ
れ
、
家
に
は
な
か
っ
た
。
庭
に
イ
モ

や
カ
ボ
チ
ャ
を
う
え
て
実
っ
た
も
の
を
食
べ
る
か
、

三
越
デ
パ
ー
ト
で
配
給
さ
れ
た
『
コ
メ
三
粒
ぐ
ら

い
』
な
ど
を
食
べ
て
い
た
」

具
体
的
な
言
葉
か
ら
、
本
を
読
ん
だ
り
説
明

を
聞
い
た
り
し
た
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
家
島
さ
ん
は
幼
い
こ
ろ
に
被
爆
し
て

当
時
の
こ
と
は
あ
ま
り
お
ぼ
え
て
い
な
い
し
、
村

田
さ
ん
は
被
爆
し
て
い
な
い
。
次
に
話
を
聞
く
機

会
が
あ
れ
ば
当
時
の
こ
と
を
は
っ
き
り
お
ぼ
え
て

い
る
人
に
聞
き
た
い
と
思
っ
た
。

戦
争
に
関
す
る
本
を
読
ん
だ
り
、
平
和
祈
念

展
示
資
料
館
（
新
宿
区
）
で
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
の

話
を
聞
い
た
り
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
。
被
爆
者
に

質
問
し
た
の

は
初
め
て
で
、

自
分
の
知
ら

な
い
こ
と
を

知
る
こ
と
が

で
き
た
。

（
き
ゅ
う
ざ
き
・
た
い

せ
い
　
10
歳
　
豊
島
区

立
目
白
小
学
校
４
年
）

し
げ
る
）
さ
ん
」
の
も
の
で
、
お
母
さ
ん
が
、
骨

に
な
っ
た
滋
さ
ん
の
体
の
下
に
あ
っ
た
お
弁
当
箱

と
水
筒
を
見
つ
け
た
そ
う
で
す
。

私
は
、
滋
さ
ん
が
お
弁
当
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
の
に
食
べ
ら
れ
ず
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
、
と
て
も
か
な
し
か
っ
た
で
す
。
ふ
し
ぎ
に

思
っ
た
の
は
、
中
身
が
粉
に
な
ら
ず
に
残
っ
て
い

た
こ
と
。
ほ
か
に
も
お
弁
当
箱
は
あ
っ
て
、
そ
の

中
身
は
粉
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

佐
々
木
禎
子
さ
ん
は
、
被
爆
か
ら
10
年
後
の
12

歳
の
時
に
白
血
病
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
健
康
を

取
り
戻
し
た
い
と
い
う
願
い
が
か
な
う
よ
う
に
と
、

お
薬
の
紙
で
千
羽
鶴
を
折
り
ま
し
た
。
展
示
さ
れ

て
い
た
、
そ
の
小
さ
な
折
鶴
を
目
の
当
た
り
に
し

た
私
は
、
願
い
が
か
な
わ
ず
亡
く
な
っ
た
禎
子
さ

ん
を
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
め
に
あ
う
子
ど
も
は
禎
子
さ
ん
で
最
後
に
し
て

ほ
し
い
で
す
。
戦
争
の
な
い
世
界
を
願
っ
て
、
こ

れ
か
ら
も
千
羽
鶴
を
折
り
た
い
で
す
。

平
和
公
園
に
は
、
禎
子
さ
ん
の
死
を
き
っ
か
け

に
、「
原
ば
く
の
子
の
像
」
が
作
ら
れ
、
た
く
さ
ん

の
千
羽
鶴
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
納
め
ら
れ

る
千
羽
鶴
は
毎
年
10
ト
ン
に
も
な
る
そ
う
で
、
私

も
友
だ
ち
と
一
緒
に
作
っ
た
千
羽
鶴
を
納
め
て
き

ま
し
た
。

ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
な
か
で
、

た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
り
、
ク
イ
ズ

に
参
加
し
て
折
り
紙
で
作
っ
た
バ
ッ
チ
な
ど
を
も

ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
自
由
行
動
で
食
べ
た
本
場

の
お
好
み
焼
き
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
量
が
多
く
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら
の
活
動
は
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
眠
く
て
き
つ
か
っ
た
け
れ
ど
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
暑
く
て
セ
ミ
が
い
っ
ぱ

い
鳴
い
て
い
た
こ
の
３
日
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
、

お
友
達
に
話
し
た
い
で
す
。

（
す
ず
き
・
こ
は
る
　

10
歳
　
世
田
谷
区
立
経

堂
小
学
校
５
年
）

被
爆
者
、
村
田
さ
ん
は
被
爆
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

東
友
会
の
事
務
局
長
で
被
爆
者
の
相
談
に
の
っ
て

い
ま
す
。

二
人
に
は
「
東
京
に
も
被
爆
し
た
か
た
は
た
く

さ
ん
い
ま
す
か
」「
私
た
ち
は
新
聞
を
つ
く
る
ほ
か

に
何
が
で
き
ま
す
か
」
と
尋
ね
ま
し
た
。
一
つ
目

の
質
問
に
対
す
る
答
え
は
「
東
京
に
い
た
被
爆
者

は
多
い
時
で
一
万
人
以
上
。
そ
の
後
、
多
く
の
か

た
が
亡
く
な
り
、
今
は
３
千
人
ち
ょ
っ
と
」。
広
島
、

長
崎
、
福
岡
の
次
に
多
い
の
が
東
京
で
、
進
学
や

就
職
、
差
別
か
ら
逃
れ
て
多
く
の
人
が
来
た
か
ら

で
す
。
二
つ
目
の
質
問
に
は
「
原
爆
に
つ
い
て
人

に
聞
い
た
り
、
本
で
調
べ
た
り
、
知
識
を
深
め
た

り
す
る
こ
と
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

被
爆
者
手
帳
の
話
で
、
被
爆
者
な
の
に
認
め
て

も
ら
え
な
い
人
が
い
た
り
、
家
族
の
こ
と
を
考
え

て
申
請
し
な
い
人
も
い
た
こ
と
を
知
り
、
か
な
し

く
な
り
ま
し
た
。「
黒
い
雨
」
は
、
と
て
も
こ
わ
い

と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

８
月
４
日
か
ら
８
月
６
日
に
、「
ピ
ー
ス
ア
ク

シ
ョ
ン
」
で
広
島
へ
行
き
ま
す
。
自
分
の
目
と
耳

で
し
っ
か
り
と
確
か
め
て
こ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

現
地
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
の
報
告

「
ピ
ー
ス
ア
ク

シ
ョ
ン
」
で
広
島

に
滞
在
し
た
３

日
間
で
、
被
爆

者
を
は
じ
め
と
す
る
た
く
さ
ん
の
か
た
か
ら
話
を

聞
き
、
原
子
爆
弾
の
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

原
爆
ド
ー
ム
や
平
和
公
園
の
中
の
像
や
記
念
碑
を

見
学
し
た
り
、
広
島
平
和
記
念
資
料
館
と
本
川
小

学
校
な
ど
に
足
を
運
ん
だ
り
も
し
ま
し
た
。

広
島
平
和
記
念
資
料
館
で
は
、
真
っ
黒
な
中
身

の
お
弁
当
箱
と
佐
々
木
禎
子
さ
ん
が
健
康
と
平
和

を
願
っ
て
作
っ
た
折
り
鶴
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

真
っ
黒
な
お
弁
当
箱
は
、
建
物
疎
開
の
作
業
中

に
被
爆
し
て
亡
く
な
っ
た
「
折
免
滋
（
お
り
め
ん
・

「
平
和
の
つ
ど
い
」
で
学
ん
だ
こ
と

�

　鈴
木�

こ
は
る

私
は
原
爆
の
こ
と
や
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
こ
と

を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
子
ど
も
平
和
新
聞
」
の

記
者
に
な
っ
た
の
は
、
夏
に
広
島
に
行
っ
て
原
爆

の
こ
と
を
調
べ
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

「
平
和
の
つ
ど
い
」
に
参
加
。
終
了
後
、
私
た

ち
「
子
ど
も
記
者
」
５
人
は
、
家
島
さ
ん
と
村
田

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
家
島
さ
ん
は

戦後 80年の今年、各地で「子ども平和新聞プロジェクト」が展開され、東都生協（本部・東京都多摩市）
も参加した。都内の児童５人が「子ども記者」として活動。朝日新聞社の社員から新聞について学んだり、
被爆者にインタビューしたりして、「記事」を書いた。

核
兵
器
廃
絶
新
聞
10月５日
日 曜 日
発行
東都生活協同組合
「�子ども平和新聞
プロジェクト」

編集協力
朝日新聞社
ブランド企画部

※東友会：東京在住の被爆者で 1958 年に結成。60 年以上にわたって励ましあいながら、被爆者と家族のために活動し、東京都から委託を受けて被爆者の相談にのってきた。
おことわり　�本紙面では、執筆にあたった「子ども記者」の小学4、5年生が習っていない漢字も多数、使用しています。読者の大半が大人であるため、大人が読みやすいようにとのねらいからです。

あわせて、子どもが読みやすいように「ふりがな＝ルビ」付きにとも考えましたが、諸般の事情により、かないませんでした。タイトルは子ども記者が決めました。

被爆80年、語りつぐ平和へ

子どもたちがずっと笑顔でくらせ
る世界を願って描いたイラスト

東都生活協同組合
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第１号	 核兵器廃絶新聞	 ２０２５年（令和７年）１０月５日（日曜日）

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
伝
え
た
い

�

　長
森�

春

祖
父
母
は
新
潟
県
長
岡
市
に
い

て
、
ぼ
く
は
毎
年
８
月
、
長
岡
の
大

花
火
大
会
を
見
に
行
く
。
小
学
２
年

生
の
時
、
自
由
研
究
で
長
岡
花
火
の

こ
と
を
調
べ
た
。
大
空
襲
の
爆
弾
で

命
を
落
と
し
た
多
く
の
犠
牲
者
の
慰

霊
の
た
め
の
花
火
だ
と
知
っ
た
。
祖

母
の
一
番
上
の
お
兄
ち
ゃ
ん
（
86
）

が
80
年
前
の
空
襲
を
体
験
し
た
と
聞

き
、
戦
争
が
身
近
な
も
の
に
感
じ
ら

れ
た
。
も
っ
と
戦
争
の
こ
と
を
知
り

た
い
と
思
い
、「
子
ど
も
平
和
新
聞
」

の
記
者
に
応
募
し
た
。

ぼ
く
た
ち
「
子
ど
も
記
者
」
５
人

は
、
東
友
会
※
の
会
員
で
被
爆
者
の

家
島
昌
志
さ
ん
（
83
）
と
事
務
局
長

の
村
田
未
知
子
さ
ん
（
74
）
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
た
。「
日
本
原
水
爆
被

害
者
団
体
協
議
会
（
日
本
被
団
協
）」

が
去
年
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

し
た
時
の
気
持

ち
を
家
島
さ
ん

に
尋
ね
た
。
家
島

さ
ん
は
「
う
れ
し

か
っ
た
。
戦
争
が

な
く
な
る
よ
う

こ
れ
か
ら
も
運

動
を
続
け
る
」
と

答
え
て
く
れ
た
。

村
田
さ
ん
に
は

被
爆
者
の
人
数

を
尋
ね
た
。「
被

爆
者
手
帳
を
も
っ

て
い
る
人
は
、
広

島
と
長
崎
を
あ

わ
せ
て
、
い
ち
ば

ん
多
い
時
で

37
万
人
ぐ
ら
い

い
た
。け
れ
ど
も
、

被
爆
者
だ
と
知

ら
れ
る
と
差
別

さ
れ
た
り
、『
子

ど
も
に
影
響
が
出
た
り
す
る
』
と

い
っ
た
偏
見
に
さ
ら
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
を
心
配
し
て
、
手
帳
を
も
ら
わ

な
い
人
も
い
る
」と
教
え
て
く
れ
た
。

今
回
の
取
り
組
み
で
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
、
戦
争
が
な
く
な
る
よ
う

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
身
近
な
人

に
伝
え
て
い
き
た
い
。

（
な
が
も
り
・
は
る

　

10
歳

　目
黒
区
立

東
根
小
学
校
4
年
）

原
爆
、
自
ら
も
っ
と
学
ぼ
う

�

中
川�

桃
歌

被
爆
者
で
東
友
会
※
会
員
の
家
島

さ
ん
と
会
で
被
爆
者
の
相
談
に
の
っ

て
い
る
事
務
局
長
の
村
田
さ
ん
が
話

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
家
島
さ
ん
は

３
歳
の
時
に
広
島
で
被
爆
し
ま
し

た
。
３
歳
だ
っ
た
の
で
、「
覚
え
て

い
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
」
け
れ
ど

も
、
友
達
と
虫
採
り
を
し
て
い
た
こ

と
と
、
山
が
真
っ
赤
に
何
日
も
焼
け

て
い
た
の
を
う
っ
す
ら
と
覚
え
て
い

る
そ
う
で
す
。

村
田
さ
ん
は
被
爆
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
で
も
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
被
爆
者
の
か
た
の
話
を
聞

ん
、
慣
れ
な
い
「
取
材
」
と
「
原
稿

執
筆
」、
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
は
も
と
よ
り
、
皆

さ
ん
で
題
名
を
決
め
た
「
核
兵
器
廃

絶
新
聞
」
の
出
来
栄
え
は
い
か
が
で

す
か
。
伴
走
し
て
く
だ
さ
っ
た
保
護

者
の
か
た
が
た
も
、
た
い
へ
ん
お
つ

か
れ
さ
ま
で
し
た
。
衷
心
よ
り
感
謝

も
う
し
あ
げ
ま
す
。

（
し
ろ
が
ね
・
や
す
し

　61
歳

　朝
日

新
聞
社
Ｎ
Ｉ
Ｅ
事
務
局
長
）

い
て
き
ま
し

た
。「
被
爆
し

た
こ
と
を
誰
に

も
言
え
ず
に

困
っ
て
い
た
人

も
い
た
」
と
村

田
さ
ん
。

原
爆
や
戦
争

に
つ
い
て
私
も

話
を
聞
く
だ
け

で
な
く
、
自
ら
も
っ
と
学
ん
で
、
友

だ
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

（
な
か
が
わ
・
も
も
か

　

10
歳

　渋
谷
区
立
西

原
小
学
校
４
年
）

親
子
の
手
と
手
、
つ
な
ぎ
続
け
て

�

白
銀�

泰

２
０
２
５
年
の
夏
、
戦
争
の
な
い

日
本
で
海
外
か
ら
の
観
光
客
「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
」
の
人
た
ち
を
目
に
し
な

い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
を
凝
ら
す

と
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
変
わ
ら
ぬ

姿
が
見
え
て
き
ま
す
。
親
子
で
つ
な

ぐ
手
と
手
、
手
と
手
で
す
。
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
80
年
前
。
こ
の
国
は
も
と

よ
り
世
界
中
の
国
々
で
、
数
え
き
れ

な
い
手
と
手
が
戦
禍
に
よ
っ
て
断
ち

切
ら
れ
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ガ

ザ
―
―
。
今
も
、
戦
争
や
紛
争
で
悲

し
み
に
く
れ
る
親
子
、
家
族
は
絶
え

ま
せ
ん
。
慈
し
み
慈
し
ま
れ

る
も
の
同
士
が
、
安
心
し
て

手
と
手
を
つ
な
ぎ
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
世
界
に
。
当
事

者
と
し
て
考
え
、
行
動
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

「
子
ど
も
記
者
」
の
皆
さ

ノーモア広島、ノーモア長崎

ち
ち
を
か
え
せ 

は
は
を
か
え
せ 

と
し
よ
り
を
か
え
せ

こ
ど
も
を
か
え
せ

わ
た
し
を
か
え
せ 

わ
た
し
に
つ
な
が
る

に
ん
げ
ん
を
か
え
せ

に
ん
げ
ん
の

に
ん
げ
ん
の
よ
の
あ
る
か
ぎ
り

く
ず
れ
ぬ
へ
い
わ
を

へ
い
わ
を
か
え
せ

 

峠

　三
吉

※�峠三吉の詩集『原爆詩集』（昭和26年刊）の「序」
としてかかれた詩。核兵器廃絶運動の象徴とも
言われる。

核
兵
器
廃
絶
新
聞
10月５日
日 曜 日

発行
東都生活協同組合
「�子ども平和新聞
プロジェクト」

編集協力
朝日新聞社
ブランド企画部

※東友会：東京在住の被爆者で 1958 年に結成。60 年以上にわたって励ましあいながら、被爆者と家族のために活動し、東京都から委託を受けて被爆者の相談にのってきた。
おことわり　�本紙面では、執筆にあたった「子ども記者」の小学4、5年生が習っていない漢字も多数、使用しています。読者の大半が大人であるため、大人が読みやすいようにとのねらいからです。

あわせて、子どもが読みやすいように「ふりがな＝ルビ」付きにとも考えましたが、諸般の事情により、かないませんでした。タイトルは子ども記者が決めました。

戦後 80年の今年、各地で「子ども平和新聞プロジェクト」が展開され、東都生協（本部・東京都多摩市）
も参加した。都内の児童５人が「子ども記者」として活動。朝日新聞社の社員から新聞について学んだり、
被爆者にインタビューしたりして、「記事」を書いた。

第 21回東都生協平和のつどい「フォトスポット」（ノーベル平和賞授賞式に日本被団協が持参した横断幕の前）
で、東友会代表理事の家島さん、事務局長村田さんと記念撮影

峠三吉の詩碑

東都生活協同組合

― 42 ―



協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

長野市民新聞 6 4

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

・松代大本営象山地下壕
・地下壕ガイドは組合員理事が担当

・コープデリグループのサステナビリティサイトにて全文公開
・店舗：コープ長野稲里店、安曇野豊科店に設置
・イベント展示：9/27コープながのフェスタ
・10/5長野県協同組合フェスティバル
・広報誌Socia、コピス＋ブロックニュースでの取り組み紹介

・地下壕に入ってみたら、とても大きくて、工事に使われ
たダイナマイトの威力がすごかったんだろうと思いまし
た。危険な工事の様子を、新聞を読む人に伝えたいです。

・取材で見たこと、学んだこと、感じたことを、読む人み
んながわかりやすいようにまとめるのが大変でした。

・新聞を読んだ人が、松代大本営に行ってみよう、と思っ
てくれたらいいなと思います。

・	すべての回を取材し新聞に掲載していただき、長野市内から反響がありました。具体的には長野県立
図書館から「完成した平和新聞を郷土資料として保管したい」との申し出があったほか、長野市ボラ
ンティアセンター発行の「ボランティア かわらばん」からも取材申し込みがあり、同紙にてプロジェ
クトをご紹介いただきました。

・「子ども記者」として新聞づくりを意識したことで、お子さんたちはとても積極的に学んでいただい
たと思います。質問などもたくさん出され、ワークショップでの取材をもとに、夏休みの課題で松代
大本営をテーマとした研究に取り組んだ方もいました。

エピソードなど　

参加者の感想

・子どもはこれまで、戦争や平和について考えるという経験がありませんでしたが、このプロジェクト
をきっかけに、図書館で戦争についての本を手に取るようになるなど変化がありました。

・記者の方にサポートしていただいたおかげで、スムーズに記事が作成でき、最後までしっかりと記事
を書き上げていました。新聞にも興味がわいたようで、家でも親が新聞を読んでいると、覗き込んだ
りするようになりました。

・松代大本営は長野市にある戦跡ですが、県内でもあまり知られていない地域があるようです。私は子
どもの頃に学校の企画で見学をしましたが、子どもの学校では機会がないようなので、今回学ぶ経験
ができて良かったと思います。

保護者の感想

生活協同組合コープながの
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生活協同組合コープながの
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協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

新潟日報社 4 3

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

・長岡戦災資料館の見学（長岡空襲を
体験された池田ミヤ子さんから当時
体験したお話も聞きました）

・エリアだより10月号、11月号（月1回発行：全組合
員へ配付）と一緒に全組合員へ配付

・コープデリにいがたフェスタ（11/2）での展示
・その他各地域の企画での活用

・今回は長岡についてだったけど、新潟市や上越市など、違う地域のことも知りたいです。戦争につ
いては知らない人が多いと思うので、たくさんの人に知ってもらう活動をしたいです。

・戦争のことを詳しく学ぶことができて、戦争は２度とおこしてはならないと思いました。
・焼夷弾などを実際に見ることができて勉強になりました。戦争でたくさんの人が亡くなったと
いうことをまわりの人に伝えていきたいです。

参加者の感想

・娘と一緒に参加したのですが、親子で戦争や平和について学んだり話したりすることが大切な
んだということに改めて気がつきました。親としてもとても良い機会をいただいたと思います。

・とても有意義な企画でした。テーマが平和ということで、子ども達には難しいかと思いましたが、
子ども達ひとりひとりがしっかりと受け止めている姿が、素晴らしいかったです。

保護者の感想

生活協同組合コープデリにいがた

　 エリアだより配布時に、新聞を読んでの感想を組合員から寄せていただきました。　
・	平和を継承するプロジェクトの「子ども平和新聞」を読ませていただいて、当時の様子を知ること
ができました。長岡戦災資料館の写真を見て私も資料館を訪ねてみようと思いました。私たちが何
不自由ない暮らしを送っている一方で、戦争は常に世界のどこかで起こっています。実際、いつ戦
争に巻き込まれるかもわかりません。子どもたちの力で、大切な人の命、今の暮らしを守るために、
戦争の事を知り，一人一人が平和を守り、戦争という無駄な過ちを繰り返さない事を願うばかりです。

・	平和新聞を拝見しました。長岡戦災資料館で多くの学びを得たことを周りの人達に伝えて、ま
たこれからの生活に生かしてほしいです。活躍を期待しています。

・	「子ども平和新聞」、読ませていただきました。長岡空襲については、お恥ずかしながら60代の
私でさえ知らなかった事柄がありました。若い心に深く刻まれたものがあると思います。是非、
次世代に届けていただきたいと切に思いました。

エピソードなど
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生活協同組合コープデリにいがた
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生活協同組合コープデリにいがた
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生活協同組合コープデリにいがた
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協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

福井新聞社 4 5

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

・福井市郷土歴史博物館　学芸員

・福井県平和祈念館　副館長

・ホームページ、福井県民生協SNSで公開
・福井県民生協の組合員活動イベントで掲示
・店内掲示

・	福井県民生協では平和の取り組みをこれまでほとんど実施していませんが、子どもたち
に貴重な機会を提供することができたのと、事務局側としても平和活動を考えるきっか
けになりました。

エピソードなど

・	貴重な体験ができた
・	自分で調べたことを新聞にまとめるのは、大変だったけど楽しかった。見出しやグラフ
を工夫して、わかりやすい新聞を心がけた。

・	いまを生きるありがたみを感じつつ、戦争を未来に伝えることがたいせつ。

参加者の感想

福井県民生活協同組合

福井県民生協
『がんばらにゃ』
2025年11月号で紹介
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福井県民生活協同組合
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福井県民生活協同組合
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協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

岐阜新聞社 6 1

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

・岐阜市平和資料室に訪問 

・岐阜県原爆被害者の会　木戸季市様
 「被爆体験について」

・岐阜市平和資料室友の会　魚次龍雄様
 「ぎふ空襲について」

・ホームページでの紹介

・岐阜県連主催「被爆ピアノコンサート」に
て展示

・戦後被爆80年企画「映画上映会」にて展
示（1月17日）

・機関紙DEKO３月号にて掲載予定

生活協同組合コープぎふ

・	木戸さんのお話された「自由に生きることの素晴らしさ」という言葉が特に心に残りま
した。今、自分が自由に生きていいることは当たり前ではなくとても素晴らしいことな
のだと思いました。

・	平和と戦争を題材に文章を書くことが初めてでしたが、自分の言葉で感じたこと、思っ
たことを書くことは自分のためになりました。

・	自分で文章を考えて、みんなで話し合って題を決めることが楽しかった。

・	実際に兵隊さんの飯ごうや水筒を見て、ずっと想像でしかなかった戦争の世界が身近に
思えた。

参加者の感想

・	岐阜新聞に掲載されました

エピソードなど
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協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

京都新聞 4 3

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

・滋賀県平和祈念館、
滋賀県平和祈念館ボランティア　戦時食再
現グループ

・コープしがのホームページ

・コープしが公式Instagram、
   Facebookにて開催報告

・組合員活動の中でも掲示を行います。

・戦時食や戦争がもう二度と起きてほしくない、平和な日常、未来でいてほしい。これ

以上死者が出てほしくないと思った。

・2 日目に平和祈念館で実際の兵隊の持ち物に触らせてもらいました。初めてのことだっ

たので、慣れないことも多かったけれどすごく楽しかったです。

参加者の感想

生活協同組合コープしが

・	毎年実施している県内戦争遺跡巡りにてお世話になっているつながりで、滋賀県平和

祈念館様にご協力いただきました。滋賀県平和祈念館様からの提案もあり、ボランティ

ア活動をされている戦時食ボランティア様に当時の戦時食の再現と試食を依頼しまし

た。子どもたちにも伝わり、感じてもらいやすい「食」を通して戦争を考えてほしい

というところをねらいとしていました。実際に子どもたちが感じ取ることは多く、記

事にもしっかり反映されていました。

  ２月には滋賀県平和祈念館様にも作成した新聞を掲示いただけることになっています。

エピソードなど　
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協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

にじのはし（ならコープ） 7 1

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

・6/14、奈良教育大にある戦跡巡り

・訪問施設：奈良教育大学構内の戦争遺跡

・�お話しを聞いた方：Peace Now!奈良　実
行委員（大学生９人）

Peace Now!奈良とは…奈良の３大学（奈良
教育大学、奈良女子大学、奈良県立大学）が
主体的に平和について何かしようと活動して
います。今年で10年目を迎えました。

・ならコープの配達をご利用の全組合員
に配布

・コープの店舗（10店舗）

・	Peace Now! 奈良の学生も子どもに向けて説明
するのは初めてで、子どもだけではなく学生にとっ
ても良い経験になった。

・小学生から中学生の子どもたちが、大学の敷地内を
60 分かけて説明を聞き見学しました。雨の中でし
たが、大学生の話をしっかり聞き入ってました。

・戦争時代の厳しい言葉がたくさんありましたが、
きちんと丁寧に記事を書いてくれました。

エピソードなど

　

【参加者の感想】は新聞の「編集後記」に掲載

・戦争後の取材で学んだことを生かし、平和が次の時代に続くようにと思いました。

・奈良にも戦争跡があることを知りおどろいた。

・戦争をしたって誰も幸せになれない、やっぱり戦争は二度と繰り返しちゃいけないと
おもいました。

・戦争のない世界にしたいと思いました。　　

参加者の感想

市民生活協同組合ならコープ
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協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

京都新聞社 7 4

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

・立命館大学国際平和ミュージアム　
  学生スタッフ３名

・舞鶴引揚記念館

・10/５（日）に京都生協のお店にある展示スペース
でお披露目会を開催

・子ども平和新聞完成披露会・修了式&ピースア
クションinナガサキ報告会を実施

・京都府生活協同組合連合会ホームページで紹介

・京都生協主催の被爆ピアノコンサートで発表と
掲示、参加者へ資料として配布

・今回、立命館大学国際平和ミュージアムを見学し、学生スタッフの方に案内やインタ
ビューにお答えいただきました。多種多様な題材で作品を作成していただき、大変自
由なものになっています。お子さんの個性が爆発しています☆

・今回の繋がりから立命館大学平和ミュージアムスタッフの学生２名と今年のピースア
クション in ナガサキに参加しました。

・	10/5 の完成披露会の際には、ピースアクションに参加されたお二人から参加報告を
していただき、今後にも繋がるキッカケを作ることができました。また、修了証書と
一緒に京都新聞社の記者からの講評を渡した。

エピソードなど

・	今回の平和新聞の製作を通じて私はもっと戦争について興味を持つことができまし
た。その中で、私たち戦争を知らない若い世代が戦争を単に過去のことととらえるの
ではなく、知って向き合うことが大切だと考えました。そのきっかけをより多くの人
に持ってもらうことを意識しながら、今回新聞を作成しました。 今回この平和新聞
に参加し、自分自身の中で多くの学びを得ることができました。そして、この機会を
作るためにたくさん支えて下さりありがとうございました。貴重な経験となりました。

・	参加して学ぶ中で、待ってるだけでは平和にはならないと感じた。ずっと考え続ける
ことが大事だと思った。

・	舞鶴引揚記念館で学生語り部として活動しているので、引揚してきた人たちを迎え入
れた舞鶴市民の「おもてなし」について新聞にした。嘘を書かないために資料をたく
さん読み、学びになった。

参加者の感想

京都府生活協同組合連合会
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水曜日 8月 20日  
 発行者 

 尾形政晴 
 軍艦新聞 1号   

 

 

 

戦争と海  

最初の戦艦 

日本が最初に海戦で大勝利をつか

んだのは、黄海海戦です。この時の

日本は、沈没艦を出さず勝利を収

めました。そこから時は移り変わり、

日露戦争へと発展。その時点では、

当時最強を誇るバルチック艦隊に対

し日本では、負けると思われますが

日英同盟のおかげで派遣途中でイ

ギリスの植民地の多さでろくな補き

ょうができず日本海に到着したところ

には、東郷平八郎元帥による敵の

周りに囲み。当時めずらしい一斉砲

撃に敵艦隊を撃滅し勝利しました。

このことを受けたイギリス人がど級戦

艦を思いつきその後の戦艦の設計

に反映されのちの戦艦大和などにも

反映されました。 

 

最強の戦艦大和 
 戦艦大和は、当時仮想敵国である英米に劣るために質
で勝つため、本艦１９３５年呉海軍工廠にて極秘に竣
工し１９４２年 12月７日に就役。１９４５年 4月
７日に沖縄に向けての海上特攻中に米艦載機により沈
没しました。 
戦艦大和が沈んだ理由としてまともな護衛戦闘機もなく丸
裸状態で米艦載機より沈ぼつ。 
では、どれぐらいの攻撃を受けたのでしょうのでしょうか？ 
 ちなみに大和の装甲は、４６ｃｍ砲も防ぐ装甲でこの
４６ｃｍ砲以上の主砲は、そもそも日本以外は、所有せ
ず他国の最大４０ｃｍ砲なので無理です。 
答えは、魚雷です。アメリカ雷撃隊による攻撃です。具体
的に魚雷 16本が命中爆げきにより撃沈。 

 

  

 

                                                  イラスト出典：金時 
  

たくさんの人が見た地獄の海 
太平洋戦争 

 この戦争で日米英の総死者約３３０万人。日本の艦船での沈没艦は、 

７４２０隻にのぼった。そして日露戦争では、勝利したのになぜ敗北したのでしょう。 

時代の背景 

 日露戦争などの戦いでは、主力は、戦艦が旗艦をつとめ海戦をしていたが 

日本が真珠湾攻撃に成功したことによりアメリカも航空機の有用な使い方にきづいて

しまうことになった。結果的に日本が今後不利になることに繋がった。 

マレー沖海戦で４２機だけでイギリス艦隊旗艦プリンスオブウェールズを撃沈したことで

気合が上がっていたが運命のミッドウェー海戦で南雲機動部がミッドウェー諸島占領し

に行ったが暗号をアメリカ軍に傍受され、待ち受けていた太平洋艦隊に空母４隻が

大破、撃沈により合計３０７２人が死亡。 

 その後ソロモン海戦勃発先の海戦影響により敗戦。この戦いでは、戦艦２隻大

破。その後日本は、敗北が続きマリアナ沖海戦で残ぞん空母を撃沈され日本は、絶

対防衛圏のフィリピンをめぐってレイテ沖海戦で日本戦艦武蔵をはじめとした戦艦と空

母が撃沈され B29の射程圏内に日本本土が入り、東京大空襲などの空襲などが

起こり、原爆投下の射程にも入りその後に日本は、敗戦。 

このことから戦争は、多くの戦争と関係ない人の人生と若者未来をうばいました。日本
に生きる人の多くは、戦争の恐ろしさを知らない人が多く、今あらためて戦争のことにつ
いて考えてみましょう。 

戦時中と現代では、戦艦と言えば現代の人は大和というでしょう。当時の人はおそらく

長門でしょう。実は、当時日本国内では、旗艦は、大和ではなく、長門なのです。 

当時の日本政府は、大和の存在を知られたくなかったため、一般的に知らしておらず

長門が有名でした。実際に大和の存在が知られたのは、１９４４年です。 

大和が撃沈されたことにより約３千人がお亡くなりになりました。 

そして大和で戦った英霊は、いまも海の中にいます。引き上げられないということで、ほ

とんどの船がまだ海の中にいます。 

 
 

京都府生活協同組合連合会
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子
ど
も
平
和
新
聞ア

フ
ガ
ン
で
緑
化
活
動 

命
の
水
で
人
々
を
救
っ
た
医
師 

中
村
哲
さ
ん(

一
九
四
六
～

二
〇
一
九
年)

を
紹
介
す
る
。 

三
十
八
歳
の
と
き
に
、
パ
キ

ス
タ
ン
に
医
師
と
し
て
派
遣
さ

れ
医
療
活
動
を
始
め
た
。
そ
の

後
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
も
活
動

の
場
を
広
げ
、
両
国
の
各
地
に

診
療
所
を
つ
く
っ
た
。 

二
〇
〇
〇
年
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
を
大
干
ば
つ
が
襲
い
、
深

刻
な
水
不
足
・
食
糧
難
で
人
口

の
半
分
以
上
が
被
災
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
い
ま
必
要
な

の
は
病
院
よ
り
も
水
な
ん
だ
と

い
う
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
の
年

の
秋
に
は
ま
ず
二
七
四
カ
所
の

井
戸
か
ら
水
を
供
給
、
二
〇
〇

六
年
ま
で
に
そ
れ
を
一
六
〇
〇

カ
所
に
増
や
し
た
。 

さ
ら
に
、
二
〇
〇
二
年
、
大
河

か
ら
取
水
す
る
用
水
路
を
つ
く

り
、
安
定
的
に
農
業
用
水
を
引
く

計
画
を
た
て
た
。
そ
れ
が
「
緑
の

大
地
計
画
」
だ
。
今
で
は
二
七
㎞

以
上
に
延
び
た
用
水
路
に
よ
っ

て
、
一
滴
の
水
も
な
か
っ
た
ガ
ン

ベ
リ
砂
漠
に
緑
の
農
地
が
広
が

っ
て
い
る
。(

写
真) 

凶
弾
に
た
お
れ
帰
ら
ぬ
人
と

な
る
ま
で
、
三
五
年
間
に
わ
た
り

パ
キ
ス
タ
ン
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
人
々
の
た
め
に
尽
く
し
た
。 

「死んでもうちかえすな」
私の印象にのこったシーンです。

診療所に一部の住民が銃をもっておしかけたときのこと…

スタッフ「先生、大変です。武器を持ったやつらが！」 
アクバル「こうなったらやるしかない。仲間を集めよう。」 

哲 「銃を置け。」 
アクバル「でも攻めてきたのはやつらです。」 

哲 「銃を置くんだ。」 
アクバル「皆殺しにされてもですか！？先生も死ぬかもしれない。」 

哲 「そうだ。死んでもうちかえすな。私たちは人の命を助けるためにここに来たんだ。 
殺しに来たのではない。武器を持つのは臆病者だ。患者を守るなら銃を持つな。」 

※６７ページより抜粋

三上温子

京都府生活協同組合連合会
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８月１５日 
金曜日 
終戦記念日 
 
 

天気予報 

平
和
新
聞 

 

京都 ☀ 37/25 
大阪 ☀ 36/27 
奈良 ☀ 36/24 
熱中症警戒 

 

戦
時
中
の
子
供
達
の
学
校
生
活 

 
 

  

習
字
の
作
品
「
ほ
ろ
ぼ
せ
米
英
」 

立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
地
下
に
は
た
く
さ
ん
の
戦
時
中
の

資
料
や
展
示
物
が
あ
る
。
戦
争
の
歴
史

や
世
界
で
の
出
来
事
が
年
表
と
地
図
で

分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
当

時
の
家
を
再
現
し
た
も
の
や
練
習
用
の

核
も
ぎ
爆
弾
が
と
て
も
大
き
く
て
印
象

に
残
っ
た
。 

テ
ー
マ
展
示
２
「
十
五
年
戦
争
の
加

害
と
被
害
」
に
は
、
戦
争
が
は
じ
ま
る

と
ど
う
な
る
の
か
子
供
た
ち
の
生
活
の

様
子
を
中
心
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
当

時
は
、
兵
隊
が
使
っ
て
い
る
鉄
砲
や
ガ

ス
マ
ス
ク
な
ど
を
お
も
ち
ゃ
と
し
て
兵

隊
ご
っ
こ
を
し
て
遊
ん
で
い
た
。
夏
休

み
の
学
習
帳
に
は
「
ヘ
イ
タ
イ
サ
ン

ヘ
」
と
い
う
題
名
の
文
章
が
書
か
れ
て

い
る
。「
ほ
ろ
ぼ
せ
米
英
」
と
書
か
れ 

春日新聞社 
編集長・春日景介 

た
習
字
の
作
品
も
あ
り
、
学
校
で
の
教

育
が
今
と
は
全
く
違
う
こ
と
が
分
か

る
。
都
会
に
住
む
子
供
た
ち
を
空
し
ゅ

う
か
ら
守
る
た
め
に
子
供
だ
け
で
ひ
な

ん
す
る
学
童
そ
開
が
始
ま
っ
た
。
９
歳

で
そ
開
し
た
女
の
子
の
「
そ
開
学
童
の

日
記
」
に
は
、
家
族
に
会
い
た
い
思
い

や
辛
さ
と
悲
し
さ
が
書
か
れ
て
い
る
。

１
９
４
３
年
か
ら
は
、
子
供
達
も
勤
労

ほ
う
し
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
学
校

の
運
動
場
に
イ
モ
な
ど
を
植
え
て
農
作

業
を
し
た
り
、
炭
団
（
た
ど
ん
）
と
い

う
燃
料
作
り
を
し
た
り
し
て
働
い
て
い

た
。
空
し
ゅ
う
に
備
え
た
防
空
訓
練
や

ケ
ガ
を
し
た
人
を
救
護
す
る
練
習
も
し

て
い
た
。
男
の
子
は
坊
主
頭
で
、
女
の

子
も
短
い
か
み
の
毛
で
も
ん
ぺ
と
呼
ば

れ
る
動
き
や
す
い
服
を
着
て
い
た
。 

 

立
命
館
大
学
の
学
生
達
も
学
徒
出
陣

で
戦
地
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
壮
行
会

が
開
か
れ
た
。
多
く
の
学
生
の
命
が
戦

争
で
命
を
落
と
し
た
。 

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
、
ガ
イ
ド
と
し

て
働
い
て
い
る
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
い

る
。
平
和
の
た
め
に
自
分
が
出
来
る
こ

と
は
何
か
を
考
え
て
ガ
イ
ド
の
仕
事
を

し
て
い
る
と
話
し
て
い
た
。 

立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見
学 

「戦争を起こす人間に対して、本気で怒れ」 
 「

こ
と
ば
回
廊
」
と
い
う
世
界
中
の
人
々
の

平
和
へ
の
こ
と
ば
が
紹
介
さ
れ
た
展
示
が
あ

る
。
そ
の
中
に
「
戦
争
を
起
こ
す
人
間
に
対

し
て
、
本
気
で
怒
れ
」
と
い
う
力
強
い
こ
と

ば
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
広
島
生
ま
れ
の
画

家
・
四
國
五
郎
が
残
し
た
こ
と
ば
だ
。
戦
後

シ
ベ
リ
ア
よ
く
留
か
ら
帰
国
し
、
悲
さ
ん
な

広
島
の
姿
と
弟
の
死
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
で

平
和
を
伝
え
る
活
動
を
し
て
き
た
。
そ
の
中

に
『
お
こ
り
じ
ぞ
う
』
と
い
う
作
品
が
あ

る
。
原
爆
の
被
害
に
あ
っ
た
地
蔵
と
女
の
子

の
お
話
で
、
子
供
達
に
向
け
た
作
品
だ
。
顔

の
表
情
が
や
さ
し
く
描
か
れ
て
い
て
、
戦
争

や
原
爆
の
話
か
ら
目
を
そ
ら
さ
ず
に
見
て
知

っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
が
感
じ
ら
れ
た
。 

編集後記 

僕
も
日
本
が
戦
争
を
し
て
い
る
時
代
に
生
ま
れ
て

い
た
ら
、
学
校
の
先
生
か
ら
教
え
て
も
ら
う
こ
と

が
正
し
い
と
考
え
て
言
わ
れ
た
通
り
に
行
動
し
て

い
た
と
思
う
。『
お
こ
り
じ
ぞ
う
』
を
読
ん
で
、

今
は
愛
媛
県
の
お
寺
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
平

和
を
願
う
た
め
に
見
に
行
っ
て
み
た
い
。 

京都府生活協同組合連合会
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協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

神戸新聞社 10 4

協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

神戸新聞社 8 4

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

・広島原爆資料館、本川小学校、袋町小学校、旧日本銀行広島支
店を見学。

 ・サイクリングピースツアーで、ピースバディの「トビー」さんと
ともに広島市内の被爆遺構を巡った。

・「ハチドリ舎」で被爆者　岡本忠さんにお話を聞いた。
・福山市の「ホロコースト記念館」の見学。

・広報誌で紹介

・各地区本部に配布、イベント等で
配布

・ピースツアー用のHP（作成中）

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

・「核兵器をなくす日本キャンペーン　長崎コーディネーター」の
林田光弘さんや、地元の大学生のガイドで、被爆地フィールド
ワークを実施。

・日本赤十字社長崎原爆病院を訪問し、組合員から寄せられた
「平和のカンパ」を寄贈。

・広報誌で紹介

・各地区本部に配布、イベント等で
配布

・ピースツアー用のHP（作成中）

生活協同組合コープこうべ

広 島 編

長 崎 編

・	実際に足を運んで、自分の目で見て、耳で聞くという経験ができ
てよかった。

・	原爆が投下される前の広島市の話も聞けていい経験になった。
・	原爆ドームが慰霊碑の前に立つと見えるという、原爆を忘れない
ように工夫がされた設計だという話が心に残った。

・	被爆者の岡本さんの「原爆は昔話ではない」という言葉が、いつま
でも原爆の被害が続いていることを伝えていて、とても心に残った。

◆感じたこと
・	原爆の威力の強さや、詳しく知らなかった差別について知り驚きました。
・	広島と一括りにされがちだけど、まったく別だと感じた。
・	核兵器は二度と使わない方がいいと思いました。

◆自分にできることは
・戦争が起きている理由を学ぶこと。
・自分自身が戦争をしないという思いをもつこと。
・平和を守る１人になること。

参加者の感想

参加者の感想

・参加した子どもたちが、新聞の
タイトルや割付、写真をすべて
担当。事務局は簡単な校正のみ
です。短時間で、ここまで作り
上げるのはすごいと思います。

・参加した高校生が、終戦80年企
画で報告をしてくれました。

・	8 月下旬の実施で、さら
にフィールドワークが中
心だったので、熱中症が
心配でした。参加者はヘ
ロヘロになりながらも、
坂の多い長崎の街をめぐ
りました。

エピソードなど

エピソードなど
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�
平
和
�
を
学
ん
だ
２
日
間

　
２
０
２
５
年
３
月
２
６
日
�

２
７
日
の
１
泊
２
日
で
�
広
島

平
和
サ
イ
ク
リ
ン
グ
旅
２
０
２

４
�
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
�
中

学
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
男

女
１
０
人
が
参
加
し
�
広
島
の

戦
争
を
知
り
ま
し
た
�
�
平

和
�
の
大
切
さ
へ
理
解
を
深

め
�
未
来
に
繋
い
で
い
く
た

め
�
旅
で
学
ん
だ
こ
と
を
周
り

に
伝
え
る
こ
と
が
目
標
で
す
�

　
初
日
は
�
ハ
チ
ド
リ
舎
に
訪

問
し
�
被
爆
し
た
岡
本
さ
ん
の

話
を
聞
い
た
り
�
広
島
市
街
地

を
レ
ン
タ
ル
自
転
車
で
走
り
ま

し
た
�
ガ
イ
ド
の
話
を
聞
き
な

が
ら
�
原
爆
ド
�
ム
や
日
本
赤

十
字
原
爆
病
院
後
な
ど
戦
争
の

傷
跡
を
巡
り
ま
し
た
�
広
島
原

爆
資
料
館
で
は
�
当
時
の
貴
重

な
資
料
な
ど
に
触
れ
�
戦
争
や

原
爆
の
悲
惨
さ
を
学
び
ま
し

た
�

　
２
日
目
は
被
爆
し
た
本
町
�

袋
町
小
学
校
の
跡
地
�
爆
心

地
�
旧
日
本
銀
行
広
島
支
店
を

巡
り
�
ホ
ロ
コ
�
ス
ト
記
念
館

を
訪
問
し
ま
し
た
�
第
２
次
世

界
大
戦
中
に
起
き
た
ユ
ダ
ヤ
人

迫
害
の
歴
史
か
ら
�
�
平
和
�

に
つ
い
て
何
が
で
き
る
の
か
�

ホ
ロ
コ
�
ス
ト
記
念
館
が
出
来

た
経
緯
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
�
こ
の
ツ
ア
�
で
私
た
ち
は

広
島
で
起
き
た
悲
惨
な
過
去
を

知
り
�
�
平
和
�
に
つ
い
て
学

び
�
議
論
し
合
い
理
解
を
深
め

ま
し
た
�
今
年
は
終
戦
８
０
年

で
す
�
あ
ら
た
め
て
現
在
の
平

和
を
か
み
し
め
な
が
ら
�
戦
争

の
も
た
ら
し
た
悲
惨
な
出
来
事

を
学
び
�
繰
り
返
す
こ
と
の
な

い
よ
う
に
�
次
の
時
代
に
伝
え

ま
す
�
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
活
動

を
す
る
か
�
楽
し
み
に
し
て
い

て
く
だ
さ
い
�
�
大
橋
蓮
�

袋
町
小
学
校

　
爆
心
地
か
ら
４
６
０
メ
�
ト

ル
�
袋
町
小
学
校
は
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
�
平
和
資
料

館
と
な
�
た
今
�
見
学
で
き

る
�
壊
れ
た
扉
と
窓
�
煤
が
付

着
し
て
い
る
壁
と
天
井
が
当
時

の
様
子
を
想
像
さ
せ
ま
す
�
学

校
は
被
爆
か
ら
約
１
０
か
月
を

経
て
�
昭
和
２
１
年
６
月
に
全

児
童
３
７
人
で
再
開
さ
れ
ま
し

た
�
学
校
の
改
装
も
あ
り
�
創

立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
を
行

え
る
ほ
ど
に
復
興
し
ま
し
た
�

現
在
は
新
校
舎
と
な
り
�
西
校

舎
は
平
和
資
料
館
で
す
�

　
平
成
１
１
年
３
月
�
壁
面
の

漆
喰
の
一
部
を
剥
が
す
際
に

�
寮
内
�
と
い
う
文
字
�
解
体

で
炭
化
し
た
木
レ
ン
ガ
が
残
�

た
壁
や
授
業
再
開
後
に
使
わ
れ

た
黒
板
の
後
ろ
の
壁
か
ら
多
く

の
伝
言
が
見
つ
か
り
ま
し
た
�

時
間
経
過
で
風
化
し
�
読
み
づ

ら
く
な
�
た
数
多
い
ヒ
ロ
シ
マ

の
証
言
は
�
東
京
の
教
授
ら
に

議
論
さ
れ
な
が
ら
解
析
さ
れ
ま

し
た
�

　
原
爆
投
下
後
�
倒
壊
を
免

れ
�
外
郭
の
原
型
が
あ
る
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
�
ト
の
西
校
舎
は
�

原
爆
投
下
の
翌
日
か
ら
救
護
所

と
し
て
広
島
の
重
要
な
救
護
活

動
の
拠
点
の
一
つ
で
し
た
�
今

も
残
る
西
校
舎
の
壁
面
に
は
�

教
師
の
所
在
地
や
子
ど
も
の
行

方
を
探
す
親
の
言
葉
な
ど
�
被

災
者
の
伝
言
が
あ
り
�
現
在
も

見
学
で
き
ま
す
�
原
爆
投
下
後

の
日
々
を
必
死
に
生
き
て
い
た

人
々
の
思
い
が
�
壁
に
言
葉
を

書
き
連
ね
た
の
か
を
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
す
�
�
井
上
実
咲
�

地
面
の
温
度
三
千
か
ら
四
千

　
平
和
資
料
館
な
ど
で
原
爆
が

も
た
ら
し
た
被
害
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
�
原
爆
は
爆
風
や
熱

線
�
放
射
線
な
ど
で
被
害
を
大

き
く
し
ま
し
た
�
爆
風
は
�
爆

心
地
に
数
十
万
気
圧
と
と
も
に

発
生
し
�
風
圧
は
１
平
方
メ
�

ト
ル
あ
た
り
１
１
ト
ン
�
秒
速

は
お
よ
そ
３
０
０
メ
�
ト
ル
に

も
及
び
ま
し
た
�
強
烈
な
爆
風

で
�
爆
心
地
か
ら
お
よ
そ
半
径

３
キ
ロ
メ
�
ト
ル
の
範
囲
に
あ

る
建
物
の
ほ
と
ん
ど
が
吹
き
飛

び
�
残
�
た
の
は
わ
ず
か
で
し

た
�
道
路
は
ガ
レ
キ
で
ふ
さ
が

れ
�
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
人
々
か

ら
の
悲
鳴
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か

ら
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
�

　
爆
風
に
よ
り
割
れ
て
と
が
�

た
ガ
ラ
ス
片
が
�
コ
ン
ク
リ
�

ト
や
人
々
に
突
き
刺
さ
る
二
次

被
害
も
甚
大
で
し
た
�
原
爆
が

爆
発
し
た
瞬
間
�
熱
線
の
温
度

は
太
陽
と
お
な
じ
く
ら
い
に
な

り
�
地
面
の
温
度
は
お
よ
そ
三

千
度
か
ら
四
千
度
に
な
り
ま
し

た
�

　
熱
線
で
皮
膚
が
火
傷
で
み
み

ず
腫
れ
の
よ
う
に
な
�
た
�
ケ

ロ
イ
ド
�
と
言
わ
れ
る
症
状

や
�
皮
膚
が
だ
ら
り
と
垂
れ
下

が
�
て
し
ま
う
よ
う
な
状
態
�

失
明
な
ど
の
被
害
を
生
み
ま
し

た
�
さ
え
ぎ
る
も
の
が
な
い
中

で
熱
線
を
浴
び
た
人
の
多
く
が

即
死
し
ま
し
た
�

�
後
藤
　
莉
々
唯
・
ス
ミ
レ
�

生活協同組合コープこうべ
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被
爆
傷
に
思
い
悩
む
日
々
過
ご
し

　
１
９
４
５
年
８
月
６
日
午
前

８
時
１
５
分
�
広
島
に
原
爆
が

投
下
さ
れ
ま
し
た
�
当
時
�
岡

本
忠
さ
ん
は
１
歳
５
カ
�
月

で
�
お
母
さ
ん
と
就
寝
時
に
被

爆
さ
れ
ま
し
た
�
被
爆
し
た
記

憶
は
な
い
の
で
す
が
�
頭
�
左

腕
�
背
中
に
傷
を
負
い
�
そ
の

う
ち
頭
と
左
腕
の
傷
は
今
も
残

る
傷
と
な
り
ま
し
た
�
一
時
期

は
傷
の
事
で
思
い
悩
む
こ
と
が

あ
�
た
と
聞
き
ま
し
た
�
岡
本

さ
ん
が
現
代
に
伝
え
た
い
事

は
�
�
原
爆
は
昔
話
で
は
な

い
�
と
語
�
て
い
ま
す
�

　
原
爆
投
下
か
ら
８
０
年
が
た

ち
�
忘
れ
て
し
ま
う
人
が
い
る

上
に
�
�
原
爆
の
こ
と
な
ん
か

昔
話
だ
�
と
思
�
て
い
る
人
が

い
ま
す
�
現
在
も
原
爆
症
で
白

血
病
や
が
ん
な
ど
に
悩
ま
さ
れ

る
人
も
お
り
�
周
り
が
病
気
で

亡
く
な
�
て
し
ま
う
人
も
い
る

中
�
�
次
は
自
分
が…

�
と
被

爆
さ
れ
た
方
々
は
不
安
な
気
持

ち
で
日
々
暮
ら
し
て
い
ま
す
�

　
こ
の
地
球
上
に
は
核
が
１
２

５
２
０
発
あ
り
�
１
発
使
う
と

戦
争
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
�

地
球
が
放
射
能
で
汚
染
さ
れ
ま

す
�
今
も
病
気
に
苦
し
む
人
も

い
ま
す
�
世
界
に
は
核
兵
器
が

あ
る
の
で
�
原
爆
は
昔
話
で
は

な
い
�
と
語
�
て
い
ま
し
た
�

今
を
生
き
る
我
々
が
�
ど
う
核

に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
か
�
岡
本
さ
ん
は
�
核
は
地

震
な
ど
の
避
難
訓
練
で
は
対
応

で
き
な
い
�
防
ぎ
よ
う
が
な

い
�
核
自
体
を
な
く
す
よ
う
�

向
き
合
�
て
い
か
な
け
れ
ば
�

核
を
無
く
す
の
だ
と
呼
び
か
け

る
だ
け
で
は
な
く
�
核
の
恐
ろ

し
さ
を
知
�
て
周
り
に
伝
え

て
�
核
を
な
く
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
�
と
�
思
い
を

伝
え
て
い
ま
す
�
�
大
橋
蓮
�

語り部伝承者・岡本忠

　
語
り
部
伝
承
者
・
岡
本
忠

�
お
か
も
と
・
た
だ
し
�
さ
ん

の
幼
い
こ
ろ
の
記
憶
を
た
ど
る

話
は
�
子
ど
も
の
頃
の
こ
と
で

も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
も
の
な

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
�
そ
れ
だ

け
強
烈
な
体
験
だ
�
た
の
だ
と

思
い
ま
す
�

　
特
に
印
象
に
残
�
た
の
は
�

広
島
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
あ

と
の
�
母
親
が
必
死
に
逃
げ
た

時
の
力
�
の
話
で
し
た
�
つ
ぶ

れ
た
家
か
ら
這
う
よ
う
に
逃

げ
�
赤
ん
坊
だ
�
た
岡
本
さ
ん

の
泣
き
声
を
頼
り
に
救
出
し
た

と
い
う
�
そ
の
瞬
間
�
母
親
は

�
何
も
覚
え
て
い
な
い
�
と
言

�
て
い
た
そ
う
で
す
�

　
人
間
は
死
を
間
近
に
す
る

と
�
想
像
を
超
え
た
す
ご
い
エ

ネ
ル
ギ
�
を
発
揮
す
る
�
記
憶

が
飛
ん
で
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
振
り
返
�
て
い
ま
し
た
�

生
と
死
が
混
じ
り
合
う
よ
う
な

状
況
に
置
か
れ
る
と
�
不
思
議

な
こ
と
が
起
こ
る
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
�
子
を
思
う
母
の
愛
の

強
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
�
原
爆
の
投
下

後
�
被
爆
者
が
次
々
に
亡
く
な

�
て
い
く
こ
と
に
恐
怖
を
感
じ

て
い
た
と
い
う
話
は
�
も
し
自

分
が
同
じ
よ
う
な
状
況
に
置
か

れ
た
な
ら
�
夜
も
眠
れ
ま
せ

ん
�
あ
る
い
は
�
一
日
一
日
を

も
�
と
大
切
に
生
き
よ
う
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
�
う

か
�
そ
れ
と
も
�
そ
ん
な
余
裕

な
ど
ま
�
た
く
な
い
で
し
�
う

か
�
あ
ま
り
に
も
激
し
い
体
験

に
�
想
像
が
で
き
ま
せ
ん
�

�
大
橋
蓮
�
�
山
田
大
登
�

　
母
親
の
お
腹
の
中
に
い
る
時

に
被
爆
し
ま
す
�
そ
の
後
生
ま

れ
て
き
て
も
�
頭
囲
が
著
し
く

小
さ
い
原
爆
病
小
頭
病
や
知
的

障
害
等
が
見
ら
れ
た
り
す
る
こ

と
で
す
�
こ
の
世
に
生
ま
れ
て

き
て
も
い
な
い
の
に
�
被
爆
し

て
し
ま
い
�
将
来
に
わ
た
�
て

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま

う
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
に
�
と
て

も
心
が
痛
く
な
り
ま
し
た
�
生

き
延
び
る
こ
と
が
で
き
た
人
々

で
も
�
多
く
の
困
難
と
苦
悩
が

心
身
に
残
�
て
し
ま
い
ま
す
�

　
い
つ
発
症
す
る
か
わ
か
ら
な

い
原
爆
病
に
怯
え
た
り
し
な
が

ら
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
そ
う

で
す
�
�
原
爆
病
は
う
つ
る
�

と
根
拠
の
な
い
こ
と
を
言
わ
れ

た
り
�
原
爆
病
の
後
遺
障
害
で

少
し
働
い
て
も
す
ぐ
に
疲
れ
て

し
ま
�
た
り
す
る
こ
と
を
�
ブ

ラ
ブ
ラ
病
�
な
ど
と
呼
ば
れ
た

り
�
原
爆
病
に
対
す
る
無
理
解

が
更
に
人
々
を
苦
し
め
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
�

�
山
田
　
大
登
�
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被
爆
地
を
元
気
づ
け
た
�
日
常
の
音
�

　
路
線
電
車
が
原
爆
投
下
後
い
つ
か
ら
運
転
を
再
開
さ
せ
た
の
か
�
そ
ん
な
問

い
を
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
�
原
爆
の
威
力
は
凄
ま
じ
く
�
人
々
を
絶
望
の
ど

ん
底
に
突
き
落
と
し
�
被
害
は
甚
大
と
い
う
言
葉
で
は
言
い
尽
く
せ
ま
せ
ん
�

広
島
市
内
に
い
た
約
三
十
五
万
人
の
い
つ
も
の
朝
が
一
瞬
で
消
え
去
�
て
し
ま

い
ま
し
た
�
熱
線
�
爆
風
が
苦
し
め
�
今
も
尚
放
射
線
の
影
響
は
残
り
ま
す
�

　
広
島
の
死
者
数
は
約
十

四
万
人
で
�
生
き
残
�
た

人
の
心
情
は
到
底
言
葉
に

出
来
ま
せ
ん
�
そ
の
中
�

三
日
で
路
面
電
車
を
復
旧

さ
せ
た
人
が
い
ま
す
�

人
々
の
目
の
前
が
真
�
暗

に
な
�
た
時
�
ふ
と
耳
に

入
�
て
き
た
の
が
�
日
常

の
象
徴
の
路
面
電
車
の

音
�
下
を
向
い
て
い
た
人

た
ち
の
顔
を
上
げ
�
立
ち

上
が
ら
せ
�
胸
を
張
ら
せ

ま
し
た
�
早
く
日
常
を
取

り
戻
そ
う
と
い
う
広
島
電

鉄
の
熱
い
思
い
が
三
日
で

運
転
を
再
開
さ
せ
た
の
で

す
�

　
路
面
電
車
は
長
い
区
間

を
走
�
た
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
�
電
車
の
日
常
の
音

が
�
復
興
の
架
け
橋
と
な

�
た
と
聞
き
ま
し
た
�
新

型
車
両
が
導
入
さ
れ
る

中
�
６
５
１
号
機
�
６
５

２
号
機
は
現
役
で
�
被
爆

電
車
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
�

　
６
５
１
号
機
は
爆
心
地

か
ら
７
０
０
メ
�
ト
ル
付

近
を
走
行
中
に
被
爆
し
�

爆
風
で
脱
線
し
て
黒
焦
げ

に
�
当
時
の
写
真
が
発
見

さ
れ
�
原
爆
資
料
館
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
�
被
爆
時

に
６
５
１
号
機
に
乗
車
し

て
い
た
１
人
は
車
両
か
ら

飛
び
降
り
て
助
か
り
�
そ

の
後
５
０
年
以
上
生
存
し

ま
し
た
�
６
５
１
号
機
は

原
爆
投
下
後
２
週
間
で
復

帰
�
６
５
２
号
機
は
現
在

の
広
島
港
付
近
で
走
行
中

に
被
爆
�
３
日
後
に
復
帰

し
ま
し
た
�
一
瞬
で
日
常

を
奪
�
た
原
子
爆
弾
の
残

酷
さ
と
と
も
に
�
今
も
広

島
市
内
を
走
る
被
爆
電
車

を
心
に
刻
ん
で
お
き
た
い

で
す
�
�
井
上
実
咲
�

　
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
広

島
市
を
平
和
都
市
に
再
建

を
祈
願
し
て
建
て
た
慰
霊

碑
は
ト
ン
ネ
ル
形
で
�
正

面
に
原
爆
ド
�
ム
が
見
え

ま
す
�
平
和
記
念
公
園
の

慰
霊
碑
を
建
設
し
た
丹
下

健
三
は
�
人
間
は
忘
れ
る

生
き
物
だ
か
ら
こ
の
戦
争

を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
よ

う
に
残
し
て
お
く
�
と
�

被
爆
遺
産
に
保
存
す
る
主

張
�
�
原
爆
を
思
い
出
す

か
ら
取
り
壊
し
て
�
と
声

も
あ
り
ま
し
た
が
�
協
議

を
経
て
�
原
爆
ド
�
ム
を

残
し
ま
す
�
被
爆
遺
産

は
�
先
人
た
ち
の
お
か
げ

で
�
戦
争
を
知
ら
な
い
私

た
ち
に
悲
惨
さ
�
平
和
の

大
切
さ
を
伝
え
る
役
割

へ
�
丹
下
健
三
は
�
原
爆

が
落
と
さ
れ
る
前
か
ら
産

業
奨
励
館
と
し
て
シ
ン
ボ

ル
的
な
原
爆
ド
�
ム
を
�

デ
ザ
イ
ン
に
組
み
込
み
�

あ
え
て
原
爆
ド
�
ム
の
見

え
る
角
度
に
慰
霊
碑
を
作

り
ま
し
た
�
ト
ン
ネ
ル
状

は
�
こ
こ
に
眠
る
人
々
の

霊
を
雨
露
か
ら
守
り
た
い

思
い
で
す
�
慰
霊
碑
に
原

爆
死
没
者
名
簿
が
あ
り
�

石
棺
正
面
に
�
雑
賀
忠
義

の
�
安
ら
か
に
眠
�
て
下

さ
い
過
ち
は
繰
返
し
ま
せ

ぬ
か
ら
�
と
碑
文
�
原
爆

ド
�
ム
の
見
え
る
基
町
の

総
合
体
育
館
は
�
屋
根
が

コ
ン
パ
ス
の
よ
う
で
�
祈

り
の
泉
か
ら
体
育
館
ま
で

一
直
線
�
過
ち
を
繰
り
返

さ
な
い
と
い
う
先
人
の
思

い
も
一
緒
に
繋
が
�
て
い

ま
す
�
�
水
上
明
日
香
�

　
広
島
平
和
サ
イ
ク
リ
ン

グ
の
旅
は
�
心
に
残
る
貴

重
な
経
験
で
し
た
�
こ
れ

ま
で
学
校
で
の
学
び
は
あ

り
ま
し
た
が
�
実
際
に
広

島
を
訪
れ
て
�
原
爆
や
ホ

ロ
コ
�
ス
ト
に
つ
い
て
改

め
て
深
く
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
�

　
特
に
�
被
爆
体
験
証
言

者
・
岡
本
忠
さ
ん
は
�
実

際
に
体
験
さ
れ
た
方
か
ら

見
た
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
�
岡
本
さ
ん
の
�
原
爆

は
昔
話
で
は
な
い
�
と
い

う
言
葉
は
�
私
た
ち
が
単

な
る
過
去
の
出
来
事
と
し

て
で
は
な
く
�
実
話
と
し

て
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
次
世

代
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い

思
い
を
抱
き
ま
し
た
�

　
平
和
記
念
公
園
や
原
爆

ド
�
ム
も
訪
れ
ま
し
た
�

平
和
記
念
資
料
館
に
は
実

際
に
原
爆
に
よ
�
て
影
響

を
受
け
た
物
が
展
示
さ
れ

て
お
り
�
ど
れ
も
そ
の
恐

ろ
し
い
影
響
力
を
は
�
き

り
と
示
し
て
い
ま
し
た
�

同
行
し
た
仲
間
た
ち
と
共

に
議
論
を
交
わ
し
�
お
互

い
の
意
見
や
感
想
を
言
い

合
い
な
が
ら
平
和
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
る
時
間
を

持
て
た
こ
と
が
非
常
に
有

意
義
で
し
た
�
共
に
考

え
�
感
じ
る
こ
と
で
�
自

分
自
身
の
思
い
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
�

　
最
後
に
�
広
島
を
訪
れ

て
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
学

び
�
そ
れ
を
二
度
と
繰
り

返
し
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
�
地
域

の
方
々
の
平
和
に
対
す
る

強
い
思
い
と
�
支
援
し
て

く
だ
さ
る
多
く
の
方
々
の

お
か
げ
で
す
�
そ
の
お
か

げ
で
�
私
た
ち
は
貴
重
な

経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
�
私
た
ち
も
こ
の

よ
う
な
活
動
に
関
わ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
�

�
臼
井
和
奏
�

�
水
上
明
日
香
�

焼野原から緑豊かな街
　
平
和
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の

旅
は
資
料
館
や
原
爆
に
関

連
が
あ
る
建
物
�
慰
霊
碑

を
ま
わ
り
�
多
く
の
話
を

聞
き
ま
し
た
�
�
原
爆
は

自
然
が
生
み
出
し
た
の
で

は
な
く
�
人
の
手
で
作
�

た
も
の
だ
�
と
い
う
言
葉

が
強
く
印
象
に
残
�
て
い

ま
す
�

　
広
島
は
想
像
を
絶
す
る

破
壊
と
人
々
の
苦
し
み
の

代
名
詞
で
�
暗
い
イ
メ
�

ジ
を
が
あ
り
ま
し
た
が
�

今
は
�
希
望
と
再
生
の
シ

ン
ボ
ル
で
�
回
復
力
�
適

応
力
�
復
興
力
の
凄
さ
を

体
現
し
て
い
ま
す
�
８
０

年
前
焼
け
野
原
の
広
島
を

想
像
を
す
る
の
は
と
て
も

難
し
い
で
す
�
戦
後
は

�
７
５
年
間
は
草
木
は
生

え
ぬ
�
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
�
原
爆
の
熱
線
や
放

射
線
の
影
響
が
あ
り
な
が

ら
�
広
島
市
内
に
残
�
た

木
は
１
６
０
本
に
も
達
し

ま
せ
ん
で
し
た
�
そ
の
状

況
の
中
�
外
国
か
ら
植
林

用
の
木
が
送
ら
れ
�
被
爆

し
た
数
年
後
に
は
緑
が
あ

ふ
れ
る
街
と
な
り
�
戦
後

８
０
年
の
現
在
も
�
緑
が

大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
�

�
喜
多
方
美
杜
�

�
後
藤
ス
ミ
レ
�
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ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
の
教
訓

　
強
制
労
働
�
人
体
実
験
�
大
量
虐
殺
�
ユ
ダ
ヤ

人
で
あ
る
だ
け
で
百
五
十
万
人
の
子
ど
も
を
含
む

六
百
万
人
の
尊
い
生
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
�
ア
ン

ネ
の
日
記
の
筆
跡
は
イ
ン
ク
�
紙
質
ま
で
最
大
限

近
づ
け
た
複
製
を
見
て
�
大
き
な
恐
怖
を
抱
え
な

が
ら
も
日
記
の
中
で
だ
け
は
�
ア
ン
ネ
が
冷
静
に

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
�

　
�
ア
ン
ネ
の
日
記
�
は

ホ
ロ
コ
�
ス
ト
の
象
徴

で
�
ア
ン
ネ
の
隠
れ
家
で

生
活
を
支
援
し
た
ミ
�

プ
・
ヒ
�
ス
さ
ん
が
自
身

の
危
険
を
顧
み
ず
日
記
を

大
切
に
保
管
し
た
か
ら
こ

そ
�
世
界
中
で
ア
ン
ネ
の

日
記
を
読
め
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
�
ア
ン
ネ
・
フ

ラ
ン
ク
の
�
な
ぜ
人
間
は

仲
良
く
平
和
に
暮
ら
せ
な

い
の
だ
ろ
う
�
と
い
う
言

葉
が
印
象
に
残
�
て
い
ま

す
�
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク

は
１
５
歳
で
亡
く
な
り
ま

し
た
�
私
よ
り
年
下
で
考

え
て
い
る
こ
と
は
私
よ
り

大
人
�
�
な
ぜ
人
間
は
平

和
に
暮
ら
せ
な
い
の
だ
ろ

う
�
薄
暗
い
あ
の
部
屋
で

こ
の
言
葉
は
私
な
ら
出
て

こ
な
い
と
思
い
ま
し
た
�

世
界
で
は
シ
リ
ア
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
争

が
�
行
わ
れ
て
い
ま
す
�

紛
争
や
戦
争
が
絶
え
ま
せ

ん
�
平
和
で
は
な
い
日
常

の
想
像
が
難
し
い
で
す

が
�
世
界
で
は
今
こ
の
時

も
�
多
く
の
人
が
犠
牲
に

な
り
生
活
を
脅
か
さ
れ
て

い
ま
す
�
ア
ン
ネ
の
父
オ

�
ト
�
・
フ
ラ
ン
ク
が
残

し
た
�
ア
ン
ネ
を
は
じ
め

１
５
０
万
人
の
子
ど
も
た

ち
に
�
た
だ
同
情
す
る
だ

け
で
は
な
く
�
平
和
を
築

く
た
め
に
何
か
を
す
る
人

に
な
�
て
く
だ
さ
い
�
と

い
う
言
葉
を
胸
に
�
ア
ン

ネ
や
ホ
ロ
コ
�
ス
ト
の
犠

牲
者
に
�
自
信
を
も
�
て

�
今
は
平
和
で
す
！
�
と

言
え
る
よ
う
な
世
界
に
す

る
た
め
�
何
か
行
動
を
起

こ
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
し
た
�

�
臼
井
和
奏
�

�
喜
多
方
美
杜
�

ゲ
�
ム
を
用
い
て
子
ど
も
を
洗
脳

　
ホ
ロ
コ
�
ス
ト
記
念
館

で
は
�
戦
時
中
の
ア
ウ
シ

�
ビ
�
ツ
強
制
収
容
所
の

資
料
や
遺
品
等
が
展
示
さ

れ
�
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
よ

る
ホ
ロ
コ
�
ス
ト
�
ユ
ダ

ヤ
人
迫
害
�
を
通
し
て
平

和
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
�
ペ
ス
ト
病
の
流
行
を

ユ
ダ
ヤ
人
の
せ
い
に
�
ユ

ダ
ヤ
人
が
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ

の
標
的
に
な
�
た
の
も
責

任
の
な
す
り
つ
け
で
�
人

間
扱
い
さ
れ
な
い
こ
と
を

考
え
ら
れ
ま
し
た
�

　
最
も
印
象
に
残
�
た
の

は
�
展
示
室
の
す
ご
ろ
く

で
す
�
ヒ
ト
ラ
�
は
�
ユ

ダ
ヤ
人
は
出
て
い
け
！
�

と
い
う
内
容
の
す
ご
ろ
く

遊
び
を
作
り
�
１
０
０
個

も
売
れ
た
そ
う
で
す
�
子

ど
も
た
ち
を
ゲ
�
ム
を
用

い
て
洗
脳
し
て
い
く
ナ
チ

ス
ド
イ
ツ
に
�
と
て
も
恐

怖
を
感
じ
ま
し
た
�
文

明
�
知
識
�
科
学
技
術
な

ど
�
本
来
な
ら
人
を
救
う

た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
が

人
を
傷
つ
け
る
た
め
に
使

わ
れ
て
い
た
の
で
す
�

　
ユ
ダ
ヤ
人
だ
け
が
身
に

つ
け
る
黄
色
の
星
の
バ
�

ジ
や
�
ヨ
�
ロ
�
パ
諸
都

市
内
で
ユ
ダ
ヤ
人
が
強
制

的
に
ゲ
�
ト
�
�
壁
や
有

刺
鉄
線
の
フ
�
ン
ス
で
囲

ま
れ
た
所
�
に
過
密
状
態

で
閉
じ
込
め
る
な
ど
�
ユ

ダ
ヤ
人
へ
の
迫
害
は
ひ
ど

く
�
最
終
的
に
は
収
容
所

で
多
く
の
命
が
失
わ
れ
ま

し
た
�

　
私
は
ホ
ロ
コ
�
ス
ト
記

念
館
に
行
�
て
気
づ
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
�
ホ
ロ

コ
�
ス
ト
に
つ
い
て
�
ユ

ダ
ヤ
人
以
外
の
人
は
基
本

的
に
皆
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し

て
不
当
な
扱
い
を
し
て
い

る
と
思
�
て
い
ま
し
た
�

実
は
そ
う
で
は
な
く
�
杉

原
千
畝
な
ど
ユ
ダ
ヤ
人
の

味
方
を
し
た
人
も
い
た
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
し
た
�
自
分
が

同
じ
よ
う
な
状
況
に
立
た

さ
れ
た
時
�
周
り
に
流
さ

れ
る
の
で
は
な
く
�
自
分

の
思
う
道
を
選
ぶ
こ
と
も

大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
�

�
寺
川
綾
音
�

　
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
も

学
ん
で
い
な
い
こ
と
も
あ

�
た
け
ど
�
ど
ち
ら
も
新

し
い
気
づ
き
が
あ
�
て
原

爆
の
こ
と
も
ホ
ロ
コ
�
ス

ト
の
こ
と
も
私
た
ち
の
世

代
が
し
�
か
り
学
ん
で
後

世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
�
喜
多
方
美
杜
�

　
修
学
旅
行
な
ど
で
�
平

和
学
習
を
し
て
き
て
い
た

が
�
何
度
お
話
を
聞
い
た

り
�
見
た
り
し
て
も
�
毎

回
と
て
も
心
に
響
ま
す
�

今
回
は
自
主
的
に
集
ま
�

た
人
達
の
中
で
平
和
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
�
深
め

る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も

良
い
経
験
で
し
た

�
寺
川
綾
音
�

　
同
年
代
の
友
人
た
ち

と
�
原
爆
に
つ
い
て
共
に

考
え
�
議
論
が
で
き
�

�
平
和
�
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

が
多
か
�
た
で
す
�
被
曝

し
た
岡
本
さ
ん
の
生
の
話

は
�
今
後
核
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
向
き
合
う
か
を

考
え
ま
し
た
�
�
原
爆
は

昔
の
話
で
は
な
い
�
岡
本

さ
ん
の
言
葉
に
共
感
し
ま

し
た
�
路
面
電
車
が
３
日

で
復
活
し
た
話
は
と
て
も

驚
き
ま
し
た
し
�
資
料
館

に
て
被
曝
し
て
溶
け
た
瓶

を
触
る
こ
と
が
で
き
た
の

も
と
て
も
良
か
�
た
で

す
�
ま
た
�
最
終
日
で
ユ

ダ
ヤ
人
の
虐
殺
に
つ
い
て

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
�
原

爆
も
そ
う
で
す
が
�
平
和

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
貫

合
う
こ
と
の
で
き
た
二
日

間
で
し
た
�
大
橋
　
蓮
�

　
今
回
の
旅
で
�
原
爆
や

ホ
ロ
コ
�
ス
ト
の
こ
と
を

あ
ま
り
知
ら
な
か
�
た
の

だ
な
と
感
じ
ま
し
た
�
旅

の
道
中
聞
い
た
話
は
�
教

科
書
や
本
な
ど
で
知
る
も

の
と
違
�
て
心
打
つ
も
の

ば
か
り
で
�
本
当
に
参
加

し
て
よ
か
�
た
と
思
い
ま

し
た
�
井
上
実
咲
�

＜旅を終えて②＞
　
初
め
て
旅
に
参
加
�
自

分
の
目
で
実
際
に
見
て
平

和
に
深
く
学
習
し
み
ん
な

と
仲
良
く
な
れ
て
良
か
�

た
で
す
�
臼
井
和
奏
�

　
歴
史
を
た
く
さ
ん
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
�
特

に
�
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
の

原
爆
の
話
が
記
憶
に
残
り

ま
し
た
�
水
上
明
日
香
�

　
修
学
旅
行
で
広
島
を
訪

れ
た
が
�
今
回
は
そ
の
時

と
違
う
場
所
に
行
け
て
沢

山
新
し
い
こ
と
を
学
べ
ま

し
た
�
島
村
穂
希
�

　
被
爆
者
の
体
験
談
�
平

和
記
念
公
園
�
ホ
ロ
コ
�

ス
ト
記
念
館
や
仲
間
と
平

和
に
つ
い
て
考
え
た
�
貴

重
な
経
験
を
未
来
へ
に
繋

げ
て
い
き
た
い
で
す

�
山
田
大
登
�

　
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
だ
け

で
な
く
�
広
島
の
復
興
の

力
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
�
学
ん
だ
こ
と
を
次
世

代
へ
と
伝
え
な
け
れ
ば
い

き
ま
す
�
後
藤
ス
ミ
レ
�

　
戦
争
に
よ
�
て
た
く
さ

ん
の
人
の
人
生
が
一
瞬
で

奪
わ
れ
て
し
ま
�
た
こ
と

に
と
て
も
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
�
今
も
昔
も
世
界
中

の
人
が
平
和
を
願
�
て
い

ま
す
�
後
々
莉
々
唯
�

順
不
同

生活協同組合コープこうべ

― 76 ―



Ｗ
Ｐ
Ｆ
Ｎ
新
聞

ＷＰＦＮ新聞 2025年（令和7年）8月23日（土）

Ｗ
Ｐ
Ｆ
Ｎ
新
聞

「被爆地ナガサキ」で学ぶ 　
８
月
１
８
日
か
ら
１
９
日
に
か
け
て
�
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
２
年
生
ま
で
の
８
人
が
�
長
崎
平
和
カ
ン
パ
寄
贈
の
旅
�
に
参
加

し
�
長
崎
を
訪
れ
ま
し
た
�
組
合
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
�
平
和
の
カ
ン
パ
�
を
日
本
赤
十
字
社
長
崎
原
爆
病
院
に
届
け
る
こ
と
を
主

な
目
的
と
し
�
原
爆
資
料
館
や
平
和
記
念
公
園
で
被
爆
当
時
の
長
崎
の
状
況
や
�
平
和
の
重
要
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
�
　
　

Ｗ
Ｐ
Ｆ
Ｎ
の
意
味
　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ•

Ｗ
ｉ
ｄ
ｅ
　
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
　
Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
　
Ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｓ
ａ
ｋ
ｉ•

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
ｐ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ

　
１
日
目
は
�
被
団
協
が
ノ
�

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
際
の

授
賞
式
に
立
ち
会
�
た
林
田
光

弘
さ
ん
に
ガ
イ
ド
し
て
い
た
だ

き
�
原
爆
資
料
館
と
浦
上
天
主

堂
を
見
学
し
ま
し
た
�
資
料
館

で
は
�
被
爆
直
後
の
街
の
様
子

や
焼
け
焦
げ
た
衣
服
�
生
活
用

品
な
ど
を
目
に
し
�
当
時
の

痛
々
し
く
悲
惨
な
状
況
を
身
を

も
�
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
�
そ
の
道
中
で
は
崩
れ
た
建

物
の
一
部
な
ど
街
中
に
残
る
原

爆
遺
構
も
見
学
し
ま
し
た
�

　
２
日
目
は
�
平
和
記
念
公
園

で
ピ
�
ス
バ
デ
�
の
方
に
ツ
ア

�
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
�

ピ
�
ス
バ
デ
�
と
い
う
呼
び
方

に
は
�
一
方
的
に
教
え
る
だ
け

で
は
な
く
�
参
加
者
と
と
も
に

考
え
な
が
ら
学
び
を
深
め
る
存

在
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で

す
�
平
和
の
泉
の
形
に
込
め
ら

れ
た
意
味
や
�
平
和
祈
念
像
を

建
設
す
る
際
の
当
時
の
市
民
の

声
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
�
午
後
か
ら
は
�
長
崎
原
爆

病
院
を
訪
れ
平
和
の
カ
ン
パ
を

寄
贈
し
ま
し
た
�
院
長
か
ら
お

話
を
伺
い
�
実
際
に
カ
ン
パ
が

ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る

の
か
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
�
　
　
　
　
�
臼
井
和
奏
�

７
万
人
の
命
と
共
に
歩
み
を
止
め
た

　
こ
の
夏
�
僕
た
ち
は
長
崎
を

訪
れ
�
戦
争
に
つ
い
て
学
ぶ
機

会
を
得
ま
し
た
�
僕
は
原
爆
資

料
館
で
�
爆
心
地
の
写
真
や
原

子
爆
弾
が
さ
く
裂
し
た
瞬
間
で

止
ま
�
た
時
計
を
目
に
し
た
こ

と
�
被
爆
し
て
亡
く
な
�
た

人
々
の
遺
品
が
展
示
を
見
ま
し

た
�
焼
け
焦
げ
た
制
服
�
小
さ

な
靴
�
壊
れ
た
時
計―

―
そ
れ

ら
は
�
た
だ
の
物
で
は
な
く
�

そ
こ
に
確
か
に
生
き
て
い
た

人
々
の
人
生
の
証
で
し
た
�

　
そ
の
中
で
も
�
止
ま
�
た
ま

ま
の
時
計
が
最
も
印
象
的
で
し

た
�
そ
の
針
は
�
原
子
爆
弾

�
フ
�
�
ト
マ
ン
�
が
落
と
さ

れ
た
瞬
間
を
指
し
た
ま
ま
動
い

て
い
ま
せ
ん
�
１
９
４
５
年
８

月
９
日
１
１
時
２
分
時
間
で
止

ま
�
て
い
ま
す
�
原
爆
さ
く
裂

の
一
瞬
の
間
に
�
何
千
人
�
何

万
人
も
の
命
�
そ
し
て
何
万
の

家
が
壊
滅
さ
せ
ら
れ
�
失
わ
れ

た
の
だ
と
思
う
と
�
僕
は
言
葉

を
失
う
ほ
ど
�
と
て
も
シ
�
�

ク
で
し
た
�
こ
の
１
９
４
５
年

８
月
９
日
１
１
時
２
分
で
止
ま

�
た
時
計
は
当
時
の
惨
状
を
伝

え
る
貴
重
な
も
の
で
す
�
僕
は

改
め
て
原
爆
は
恐
ろ
し
い
兵
器

だ
と
思
い
�
原
爆
は
も
う
廃
絶

し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
し

た
�
　
　
　
　
　
�
榊
翔
多
�

消えることのない被爆の苦しみ

　
原
爆
資
料
館
で
は
�
原
爆
が

通
常
の
爆
弾
と
違
う
こ
と
は
�

大
量
の
放
射
線
を
出
す
こ
と
だ

と
知
り
ま
し
た
�
原
爆
の
放
射

線
は
人
体
を
刺
し
貫
き
�
そ
の

と
き
い
ろ
い
ろ
な
細
胞
を
破
壊

し
ま
す
�

　
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
と
き
に

出
た
放
射
線
の
他
�
爆
発
の
燃

え
残
り
の
�
黒
い
灰
�
や
こ
れ

が
混
じ
�
て
雨
と
な
�
た
�
黒

い
雨
�
な
ど
残
�
た
放
射
線
で

被
害
に
あ
�
た
人
も
い
ま
す
�

　
損
傷
の
程
度
は
被
爆
し
た
放

射
線
の
量
に
よ
�
て
異
な
り
ま

す
が
�
爆
心
地
か
ら
１
キ
ロ
メ

�
ト
ル
以
内
で
被
爆
し
た
人
の

う
ち
�
被
爆
当
時
は
無
傷
で
あ

�
て
も
そ
の
大
多
数
の
人
が
後

に
死
亡
し
て
い
ま
す
�

　
放
射
線
の
破
壊
力
は
そ
れ
ほ

ど
強
烈
で
人
体
に
及
ぼ
す
影
響

は
爆
発
の
と
き
だ
け
で
は
終
わ

ら
ず
戦
後
８
０
年
た
�
た
今
で

も
ケ
ロ
イ
ド
�
白
血
病
�
が
ん

な
ど
被
爆
か
ら
時
間
が
経
過
す

る
に
つ
れ
て
発
症
す
る
原
爆
病

の
要
因
と
な
�
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
�

　
原
爆
資
料
館
で
見
た
�
あ
の

夏
に
始
ま
�
た
放
射
線
障
害
の

苦
し
み
は
�
死
ぬ
ま
で
消
え
る

こ
と
が
な
い
�
�
と
い
う
言
葉

に
被
爆
者
の
苦
し
み
が
伝
わ
�

て
く
る
よ
う
で
し
た
�
長
崎
を

最
後
の
被
爆
地
に
す
る
た
め
に

も
被
爆
者
の
苦
し
み
を
受
け
止

め
て
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
�

�
穴
口
聡
実
�

生活協同組合コープこうべ
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山
王
神
社
　
二
の
鳥
居
に
想
う

　
私
た
ち
は
�
八
月
十
八
日
�
長
崎
に
あ
る
山
王

神
社
の
二
の
鳥
居
を
見
学
し
に
行
き
�
平
和
教
育

に
取
り
組
む
林
田
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
�

　
こ
の
記
事
で
は
�
そ
の
鳥
居
を
見
て
感
じ
た
原

爆
の
威
力
の
恐
ろ
し
さ
�
原
爆
投
下
時
か
ら
現
在

ま
で
残
る
二
の
鳥
居
の
現
状
や
歴
史
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
�

　
山
王
神
社
の
二
の
鳥

居
�
別
名
�
一
本
柱
鳥

居
�
を
実
際
に
見
学
し
�

私
た
ち
は
原
爆
の
熱
風
・

熱
線
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り

ま
し
た
�

　
一
本
柱
鳥
居
と
は
�
爆

心
地
か
ら
八
百
メ
�
ト
ル

の
距
離
に
あ
る
�
原
爆
投

下
時
か
ら
現
存
す
る
柱
が

一
本
の
鳥
居
で
す
�
こ
の

鳥
居
は
長
崎
の
原
爆
で
被

爆
し
�
爆
風
に
よ
り
片
方

の
柱
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
�

柱
が
１
本
に
な
り
ま
し
た

が
�
現
在
も
奇
跡
的
に
倒

れ
ず
に
残
�
て
い
ま
す
�

　
実
際
に
�
吹
き
飛
ば
さ

れ
た
柱
の
あ
�
た
場
所
か

ら
み
て
�
笠
木
が
爆
風
の

威
力
で
少
し
斜
め
に
動
い

て
い
ま
し
た
�
ま
た
�
も

と
も
と
鳥
居
に
は
文
字
が

彫
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
�

熱
線
の
力
で
爆
心
地
側
の

面
が
溶
け
て
今
は
読
め
な

く
な
�
て
い
ま
し
た
�
爆

心
地
か
ら
�
約
八
百
メ
�

ト
ル
の
位
置
に
あ
�
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
�
石
の
鳥

居
を
動
か
し
溶
か
す
爆
風

と
熱
線
の
威
力
に
驚
き
ま

し
た
�

　
鳥
居
は
�
原
爆
の
す
さ

ま
じ
い
破
壊
力
を
伝
え
る

遺
構
で
あ
り
�
そ
の
姿
は

原
爆
の
悲
惨
さ
を
現
代
に

語
り
継
ぐ
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
�
私

た
ち
は
�
一
本
柱
鳥
居
か

ら
�
原
爆
は
放
射
線
だ
け

で
な
く
爆
風
や
熱
線
も
恐

ろ
し
い
威
力
を
持
�
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
�

�
寺
尾
大
志
・
中
江
央
�

７万人もの命が奪われた

　
長
崎
に
落
と
さ
れ
た
原

爆
は
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
２
３

９
と
い
う
放
射
線
元
素
を

使
用
す
る
原
子
爆
弾
で

す
�
こ
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

原
爆
は
�
外
周
に
配
置
さ

れ
た
高
性
能
火
薬
を
同
時

に
爆
発
さ
せ
�
中
心
部
に

あ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
均

等
か
つ
瞬
間
的
に
圧
縮
し

て
超
臨
界
状
態
に
達
す
る

こ
と
で
�
核
分
裂
の
連
鎖

反
応
を
引
き
起
こ
す
イ
ン

プ
ロ
�
ジ
�
ン
方
式
と
い

う
も
の
で
す
�

　
長
崎
原
爆
�
フ
�
�
ト

マ
ン
�
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ
火
薬
換

算
で
２
２
�
０
０
０
ト
ン

�
２
２
キ
ロ
ト
ン
�
相
当

の
規
模
に
上
り
ま
す
�
こ

の
規
模
は
�
広
島
に
投
下

さ
れ
た
ウ
ラ
ン
２
３
５
の

原
爆
の
１
�
５
倍
の
威
力

で
し
た
�
英
語
で
�
Ｆ
ａ

ｔ
　
ｍ
ａ
ｎ
�
�
太
�
た

男
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
�
爆
弾
の
形
が
幅
広
で

丸
い
形
状
だ
�
た
の
で
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
に
よ
�
て

そ
う
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
�
使
用
さ
れ
た
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
は
テ
ニ
ス
ボ
�
ル

１
個
分
ほ
ど
の
量
で
�
７

万
人
以
上
の
命
を
奪
�
た

と
い
う
事
実
に
強
い
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
�
　

　
爆
心
地
で
は
地
面
の
温

度
が
約
３
０
０
０
度
に
達

し
�
鉄
が
溶
け
る
温
度
の

倍
以
上
の
熱
の
中
で
人
間

が
ど
う
な
�
て
し
ま
�
た

の
か
考
え
る
だ
け
で
恐
ろ

し
い
と
思
い
ま
し
た
�
わ

ず
か
な
物
質
で
都
市
全
体

が
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
�
多
く
の
生
活
や
街
の

様
子
が
一
瞬
で
失
わ
れ
た

現
実
を
知
り
�
戦
争
の
恐

ろ
し
さ
と
平
和
の
尊
さ
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
�

原
爆
が
落
と
さ
れ
た
瞬

間
�
骨
ま
で
を
炭
に
し
�

皮
膚
を
溶
か
し
て
人
々
を

苦
し
め
傷
つ
け
た
�
そ
の

恐
ろ
し
さ
を
伝
え
続
け
る

こ
と
の
重
要
性
を
深
く
感

じ
ま
し
た
�

�
長
島
蒼
依
�

　
原
子
爆
弾
は
米
軍
に
と

�
て
は
勝
利
の
象
徴
で
し

た
が
�
日
本
に
と
�
て
は

死
の
象
徴
と
な
り
ま
し

た
�
原
爆
に
よ
る
被
害

は
�
主
に
爆
風
・
熱
線
・

放
射
線
の
三
つ
に
分
け
ら

れ
ま
す
�
爆
発
直
後
の
爆

風
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
押

し
倒
し
ま
し
た
�

そ
の
威
力
は
四
肢
が
ち
ぎ

れ
る
ほ
ど
の
威
力
が
あ
�

た
そ
う
で
す
�
続
い
て
熱

線
に
よ
る
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
�
熱
線
に
よ
る
ケ

ロ
イ
ド
は
身
体
的
な
痛
み

だ
け
で
な
く
�
差
別
に
よ

る
心
の
痛
み
も
伴
い
ま
し

た
�
さ
ら
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
よ
う
に
放
射
線
が

人
々
を
襲
い
�
爆
風
と
熱

線
か
ら
逃
れ
た
人
を
生
涯

に
わ
た
�
て
苦
し
め
ま
し

た
�

　
爆
心
地
か
ら
２
キ
ロ
以

内
は
特
に
被
害
が
深
刻

で
�
こ
こ
を
境
に
被
爆
者

と
認
定
さ
れ
ま
し
た
�
た

�
た
１
発
の
原
爆
で
一
瞬

に
し
て
街
を
焼
き
尽
く
す

の
で
�
核
兵
器
の
爆
発
か

ら
は
逃
げ
る
こ
と
が
で
き

ず
�
爆
心
地
か
ら
２
キ
ロ

以
内
は
建
物
が
全
壊
�

２
�
５
キ
ロ
で
は
修
復
不

可
能
�
３
キ
ロ
ま
で
は
部

分
的
に
破
壊
さ
れ
ま
し

た
�
爆
心
地
か
ら
約
１
キ

ロ
圏
内
の
遮
蔽
物
の
な
い

場
所
で
は
致
死
率
が
１
０

０
％
で
し
た
�

　
こ
の
よ
う
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
原
爆
の
威
力
は

ト
ラ
�
ク
５
２
０
０
台
分

の
ト
リ
ニ
ト
ル
エ
ン
爆
弾

に
相
当
し
�
鉄
を
溶
か
す

１
５
０
０
℃
の
２
倍
以
上

の
高
温
が
市
街
地
を
襲
い

ま
し
た
�
石
も
沸
騰
す
る

ほ
ど
で
し
た
�
爆
発
に
よ

�
て
で
き
た
火
球
は
数
百

万
℃
に
達
し
�
ま
る
で
第

二
の
太
陽
の
よ
う
で
し

た
�
死
傷
者
は
広
島
よ
り

少
な
い
で
す
が
�
爆
発
の

威
力
の
視
点
か
ら
考
え
る

と
広
島
よ
り
も
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
�

�
喜
多
方
颯
大
�

浦上天主堂被爆から再建
　
平
和
学
習
の
フ
�
�
ル

ド
ワ
�
ク
で
は
浦
上
天
主

堂
に
行
き
ま
し
た
�

　
長
崎
は
貿
易
港
で
あ
�

た
こ
と
も
あ
り
�
キ
リ
ス

ト
教
の
カ
ト
リ
�
ク
信
者

が
多
く
い
ま
し
た
�

　
し
か
し
�
江
戸
時
代
に

キ
リ
ス
ト
教
が
禁
止
さ

れ
�
信
者
か
ど
う
か
を
見

分
け
る
方
法
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
�
そ
れ
が
�
絵

踏
み
�
で
し
た
�
そ
れ
が

行
わ
れ
た
場
所
が
今
の
浦

上
天
主
堂
で
す
�

　
キ
リ
ス
ト
教
信
者
た
ち

は
神
に
謝
罪
の
意
を
込
め

て
そ
の
地
に
浦
上
天
主
堂

を
建
て
ま
し
た
�
信
者
の

一
人
ひ
と
り
が
レ
ン
ガ
を

買
�
て
２
０
年
に
わ
た
�

て
建
設
し
ま
し
た
�
し
か

し
原
爆
に
よ
�
て
わ
ず
か

３
０
年
で
倒
壊
し
�
当
時

付
近
に
い
た
カ
ト
リ
�
ク

信
者
１
万
２
千
人
の
う
ち

８
千
人
も
の
人
々
が
命
を

落
と
し
ま
し
た
�

　
浦
上
天
主
堂
は
教
会
�

お
祈
り
の
場
で
あ
る
た

め
�
被
爆
遺
産
と
し
て
残

さ
ず
再
建
さ
れ
ま
し
た
�

中
に
は
被
爆
し
た
マ
リ
ア

像
が
置
か
れ
て
い
ま
す
�

�
喜
多
方
颯
大
�
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空
襲
警
報
　
過
去
の
音
で
は
な
い

　
爆
心
地
か
ら
１
０
０
メ
�
ト
ル
の
場
所
に
位
置
す
る
場
所
に
は
�
当
時
の
防

空
壕
が
平
和
公
園
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
�
た
く
さ
ん
の
物
語
が
存
在
し
�
そ
こ

で
亡
く
な
�
た
多
く
の
方
や
�
１
人
生
き
残
�
た
小
学
生
の
少
女
に
つ
い
て
の

話
を
�
長
崎
市
で
平
和
活
動
を
行
う
ピ
�
ス
バ
デ
�
の
方
に
お
聞
き
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
�
爆
心
地
付
近
の
悲
惨
さ
を
目
で
見
て
体
感
し
ま
し
た
�

　
平
和
公
園
近
く
の
防
空

壕
を
訪
れ
�
暗
く
湿
�
た

子
ど
も
が
し
�
が
ま
な
い

と
入
れ
な
い
小
さ
い
防
空

壕
の
中
で
�
い
つ
爆
弾
が

落
ち
て
く
る
か
わ
か
ら
な

い
恐
怖
を
想
像
し
ま
し

た
�
�
戦
争
の
記
憶
は
防

空
壕
の
記
憶
�
と
い
う
言

葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
�

防
空
壕
の
中
に
は
食
器
や

ビ
�
ル
瓶
な
ど
が
そ
の
ま

ま
に
な
�
て
い
て
�
一
瞬

に
し
て
日
常
が
失
わ
れ
た

こ
と
が
伝
わ
り
ま
し
た
�

　
ピ
�
ス
バ
デ
�
の
方
か

ら
�
防
空
壕
の
前
で
空
襲

警
報
の
音
を
聞
か
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
�
私
た
ち
は

そ
れ
を
昔
の
戦
時
中
の
空

襲
警
報
の
音
だ
と
思
�
て

し
ま
い
ま
し
た
が
�
実
際

に
現
在
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
使

わ
れ
て
い
る
空
襲
警
報
で

し
た
�
戦
後
８
０
年
を
迎

え
た
日
本
で
は
�
戦
争
の

記
憶
が
薄
れ
つ
つ
あ
り
�

過
去
の
音
だ
と
錯
覚
す
る

こ
と
自
体
が
平
和
で
あ
る

こ
と
の
証
拠
と
も
言
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
�
同
時

に
自
分
が
平
和
に
つ
い
て

深
く
考
え
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
�

今
も
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
人
々
が
い
る
現
実
を

忘
れ
ず
�
平
和
の
中
で
暮

ら
す
私
た
ち
こ
そ
が
�
そ

の
事
実
を
伝
え
て
い
く
責

任
が
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
�

　
ま
た
�
松
山
町
で
は
原

爆
で
生
き
残
�
た
の
は
小

学
生
の
女
の
子
１
人
だ
け

だ
�
た
と
聞
き
�
私
た
ち

は
改
め
て
原
爆
の
恐
ろ
し

さ
を
実
感
し
ま
し
た
�

�
榊
翔
多
・
穴
口
聡
実
・

　
臼
井
和
奏
�

　
皆
さ
ん
は
永
井
隆
博
士

の
こ
と
を
知
�
て
い
ま
す

か
？

　
長
崎
で
被
爆
し
な
が
ら

も
�
医
学
研
究
と
執
筆
活

動
を
続
け
た
永
井
隆
博
士

は
�
生
涯
を
か
け
て
平
和

の
尊
さ
を
訴
え
続
け
た
人

物
で
す
�
重
傷
を
負
い
な

が
ら
も
人
々
の
救
助
を
９

日
間
に
わ
た
�
て
行
い
�

そ
の
後
病
床
に
伏
せ
ま
し

た
�
こ
の
時
か
ら
博
士
は

本
の
執
筆
を
は
じ
め
本
を

通
し
�
平
和
を
訴
え
続
け

ま
し
た
�
亡
く
な
る
ま
で

の
６
年
間
で
１
７
冊
も
の

著
作
を
刊
行
し
ま
し
た
�

博
士
は
聖
書
の
一
節
で
あ

る
�
己
の
如
く
隣
人
を
愛

せ
よ
�
か
ら
命
名
し
た
わ

ず
か
２
畳
半
の
如
己
堂
に

て
�
平
和
を
�
と
書
し
た

色
紙
を
千
枚
以
上
�
世
界

各
国
に
贈
り
ま
し
た
�

　
博
士
は
著
書
�
い
と
し

子
よ
�
の
中
で
�
本
当
の

平
和
を
も
た
ら
す
の
は
�

や
や
こ
し
い
会
議
や
思
想

で
は
な
く
�
ご
く
単
純
な

愛
の
力
に
よ
る
�
と
記
し

て
い
ま
す
�
憎
し
み
で
は

な
く
愛
の
力
こ
そ
が
平
和

を
生
む
と
考
え
た
姿
勢

は
�
私
を
含
め
多
く
の

人
々
に
感
銘
を
与
え
た
と

思
い
ま
す
�

長
崎
原
爆
病
院
の
谷
口
院

長
も
�
尊
敬
す
る
偉
大
な

先
輩
�
と
博
士
を
た
た
え

ら
れ
ま
し
た
�
博
士
の
そ

の
人
柄
と
思
想
は
今
も
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
�

�
石
陽
翔
・
臼
井
和
奏
�

　
平
和
記
念
像
と
は
長
崎

市
に
建
立
さ
れ
た
青
銅
製

の
彫
刻
で
�
犠
牲
者
の
冥

福
と
世
界
平
和
を
折
念
す

る
モ
ニ
�
メ
ン
ト
で
す
�

　
平
和
祈
念
像
の
建
設
は

１
９
５
１
年
�
昭
和
２
６

年
�
に
開
始
さ
れ
�
１
９

５
５
年
�
昭
和
３
０
年
�

８
月
８
日
に
完
成
し
ま
し

た
�
平
和
祈
念
像
は
筋
骨

隆
々
な
上
半
身
裸
の
男
性

が
モ
チ
�
フ
で
す
�
モ
チ

�
フ
に
関
し
て
賛
否
両
論

が
あ
り
�
戦
争
を
イ
メ
�

ジ
さ
せ
て
し
ま
う
の
で

は
？
と
い
�
た
意
見
も
あ

り
ま
し
た
�
こ
の
像
の
費

用
は
本
体
に
約
３
千
万
円

掛
か
り
�
台
座
に
約
２
千

万
円
�
合
計
で
約
５
千
万

円
掛
か
り
ま
し
た
�
原
爆

投
下
後
１
０
年
足
ら
ず
で

建
造
さ
れ
た
わ
け
で
す

が
�
被
爆
者
か
ら
は
そ
の

お
金
で
ま
ず
被
爆
者
に
対

す
る
支
援
を
充
実
さ
せ
て

ほ
し
か
�
た
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
し
た
�

　
こ
の
像
は
長
崎
の
団
体

が
建
て
た
と
も
言
�
て
い

ま
し
た
�

　
右
手
は
空
を
指
し
て
お

り
�
原
爆
の
意
味
が
あ
り

ま
す
�
左
手
は
平
和
を
表

し
て
い
ま
す
�
平
和
の
象

徴
だ
と
�
ピ
�
ス
バ
デ
�

の
渡
邉
さ
ん
が
言
�
て
い

ま
し
た
�
こ
の
像
は
目
を

閉
じ
て
い
ま
す
�
目
を
閉

じ
て
い
る
理
由
は
�
犠
牲

者
の
冥
福
を
祈
�
て
い
る

と
も
言
�
て
い
ま
し
た
�

長
崎
に
は
広
島
の
よ
う
に

平
和
の
シ
ン
ボ
ル
が
な
い

た
め
�
平
和
祈
念
像
を
建

造
し
た
と
の
こ
と
で
す
�

　
�
長
崎
を
最
後
の
被
爆

地
に
�
と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
�
こ
の
像
は
手
を

挙
げ
て
い
ま
す
�
手
を
挙

げ
て
い
る
理
由
は
�
上
か

ら
落
ち
て
き
て
い
る
原
爆

の
脅
威
の
こ
と
を
表
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
�
言

�
て
い
ま
し
た
�

�
寺
尾
大
志
・
石
陽
翔
・

　
喜
多
方
颯
大
�

被爆分類に「胎児」も
　
長
崎
原
爆
に
つ
い
て
学

ぶ
中
で
�
私
た
ち
は
日
本

赤
十
字
社
長
崎
原
爆
病
院

の
院
長
に
被
爆
者
の
分
類

に
つ
い
て
教
り
ま
し
た
�

　
被
爆
者
と
は
�
�
被
爆

者
健
康
手
帳
�
を
所
持
し

て
い
る
方
を
指
し
ま
す
�

被
爆
者
に
は
４
つ
の
種
類

が
存
在
し
�
�
直
接
被
爆

者
�
�
爆
心
地
周
辺
に
後

か
ら
入
�
た
�
入
市

者
�
�
�
死
体
処
理
救
護

従
事
者
�
な
ど
が
い
る
中

で
�
私
は
�
胎
児
�
と
い

う
存
在
に
驚
き
ま
し
た
�

�
胎
児
�
と
は
つ
ま
り
�

被
爆
者
の
胎
内
に
い
た
こ

と
で
放
射
線
の
影
響
を
受

け
た
人
々
も
�
被
爆
者
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
�

　
被
爆
者
の
胎
児
は
�
自

分
も
被
爆
者
に
な
る
だ
け

で
な
く
�
流
産
や
死
産
�

障
害
が
残
る
こ
と
も
多

く
�
原
爆
の
放
射
線
の
影

響
は
�
ま
だ
こ
の
世
に
生

ま
れ
て
い
な
か
�
た
命
の

未
来
を
も
歪
め
ま
し
た
�

　
被
爆
の
形
は
一
人
ひ
と

り
異
な
り
ま
す
が
�
そ
の

背
景
に
は
見
え
な
い
苦
し

み
と
記
憶
が
あ
る
と
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
�

�
中
江
央
�

生活協同組合コープこうべ
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Ｗ
Ｐ
Ｆ
Ｎ
新
聞

ＷＰＦＮ新聞 2025年（令和7年）8月23日（土）

Ｗ
Ｐ
Ｆ
Ｎ
新
聞

差別や罪悪感に苦しんだ 　
戦
後
８
０
年
経
�
た
今
も
�
原
爆
で
受
け
た
心
身
の
傷
は
被
爆
者
に
残
り
続
け
て
い
ま
す
�
見
た
目
で
の
差
別
や
自
分
だ
け
生
き

残
�
た
苦
し
み
�
目
の
前
で
家
族
や
街
の
人
々
が
犠
牲
に
な
る
悲
惨
な
光
景
を
目
に
し
た
こ
と
で
深
い
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
る
人
も
多

い
と
知
り
ま
し
た
�
助
け
を
求
め
ら
れ
て
も
救
い
た
い
の
に
救
え
な
い
苦
し
み
を
経
験
し
た
人
も
い
ま
し
た
�
さ
ら
に
爆
風
や
火
災

で
街
の
イ
ン
フ
ラ
や
住
宅
が
壊
れ
�
生
活
の
基
盤
は
完
全
に
失
わ
れ
ま
し
た
�
そ
し
て
生
活
は
苦
し
く
窮
迫
し
ま
し
た
�
　

　
生
き
残
�
た
人
々
は
戦
後

様
々
な
苦
し
み
に
悩
ま
さ
れ
ま

し
た
�

　
１
つ
目
は
差
別
で
す
�
�
自

分
に
も
放
射
線
が
う
つ
�
て
病

気
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
�
と

い
う
�
根
拠
の
な
い
噂
が
広
が

り
�
被
爆
者
は
就
職
や
結
婚
の

場
面
で
不
利
に
な
り
ま
し
た
�

ケ
ロ
イ
ド
�
や
け
ど
の
痕
�
が

残
�
た
人
々
は
�
見
た
目
の
違

い
か
ら
差
別
や
偏
見
に
さ
ら
さ

れ
ま
し
た
�
ピ
�
ス
バ
デ
�
の

林
田
さ
ん
は
�
人
間
は
あ
る
こ

と
に
対
し
て
知
識
を
持
�
て
い

な
い
状
態
�
無
知
で
あ
る
か
ら

差
別
を
す
る
の
だ
�
�
と
お
�

し
�
�
て
い
ま
し
た
�

　
２
つ
目
は
自
分
だ
け
生
き
残

�
て
し
ま
�
た
と
い
う
と
い
う

罪
悪
感
で
す
�
生
き
残
れ
て
嬉

し
い
反
面
�
身
近
な
人
が
大
勢

亡
く
な
り
自
分
だ
け
が
生
き
て

い
る
こ
と
を
喜
べ
な
か
�
た
と

聞
き
ま
し
た
�
ま
た
逃
げ
て
い

る
と
き
に
多
く
の
人
に
助
け
を

求
め
ら
れ
た
が
助
け
る
こ
と
が

出
来
ず
�
今
で
も
後
悔
し
て
い

る
人
も
い
る
と
聞
き
ま
し
た
�

　
８
０
年
た
�
た
今
も
被
爆
者

を
苦
し
め
続
け
る
原
爆
が
早
く

無
く
な
�
て
ほ
し
い
と
心
か
ら

思
い
ま
し
た
�
�
長
島
蒼
依
�

�
長
崎
の
人
の
想
い
が
聞
け
て
よ
か
�
た
�

　
旅
に
参
加
し
て
実
際
の
資
料

や
施
設
な
ど
を
見
て
言
葉
だ
け

で
は
伝
わ
ら
な
い
当
時
の
状
況

や
平
和
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
�
ま
た
�
今
回
初
め
て
出

会
�
た
子
と
楽
し
み
な
が
ら
学

ぶ
こ
と
が
出
来
て
仲
良
く
な
れ

て
良
か
�
た
で
す
�

�
臼
井
和
奏
�

　
長
崎
の
原
爆
に
つ
い
て
学
ぶ

機
会
が
少
な
か
�
た
の
で
�
今

回
の
旅
を
通
し
て
学
べ
て
よ
か

�
た
�
改
め
て
原
爆
の
悲
惨
さ

を
痛
感
し
�
２
度
と
戦
争
は
し

て
は
な
ら
な
い
と
同
時
に
平
和

な
世
の
中
を
作
る
べ
く
�
自
分

か
ら
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思

�
た
�
�
喜
多
方
颯
大
�

　
実
際
に
被
爆
を
経
験
し
た
人

は
数
十
年
後
に
は
い
な
く
な
る

こ
と
に
危
機
感
を
抱
き
�
こ
れ

か
ら
は
私
た
ち
の
世
代
が
戦
争

の
記
憶
を
継
承
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
�
�
穴
口
聡
実
�

　
今
�
僕
達
は
平
和
な
暮
ら
し

を
し
て
い
る
�
で
も
�
こ
の
防

空
壕
や
時
間
が
止
ま
�
た
時
計

は
�
過
去
の
つ
ら
い
こ
と
を
語

り
か
け
て
く
る
�
忘
れ
な
い
で

と
�
僕
は
こ
の
経
験
を
生
か
し

て
平
和
を
守
る
１
人
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
�

�
榊
翔
多
�

「原爆の威力悲惨さ忘れない」

　
こ
の
旅
に
行
�
て
�
い
ろ
ん

な
経
験
を
し
ま
し
た
�
そ
の
一

つ
は
�
長
崎
原
爆
資
料
館
へ
行

�
た
こ
と
で
す
�
あ
と
一
つ

は
�
長
崎
の
町
を
見
た
こ
と
で

す
�
長
崎
に
行
け
て
よ
か
�
た

で
す
�
�
寺
尾
大
志
�

　
僕
は
こ
の
長
崎
に
行
く
体
験

を
通
し
て
�
戦
争
の
悲
惨
さ
平

和
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
�

た
め
に
な
る
話
や
経
験
が
多

く
�
と
て
も
い
い
旅
に
な
り
ま

し
た
�
ツ
ア
�
を
通
し
て
い
ろ

ん
な
人
と
話
し
た
経
験
に
よ

り
�
結
束
力
や
団
結
力
を
生
む

こ
と
が
で
き
�
戦
争
は
絶
対
に

し
て
は
い
け
な
い
�
未
来
に
伝

え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
�

�
石
陽
翔
�

　
学
ん
だ
中
で
�
そ
の
破
壊
力

が
想
像
以
上
に
甚
大
で
あ
る
衝

撃
を
受
け
�
被
爆
者
が
そ
の
後

に
受
け
た
差
別
や
偏
見
な
ど
�

原
爆
の
被
害
は
身
体
的
な
痛
み

だ
け
で
な
い
こ
と
を
実
感
し
�

被
爆
者
が
感
じ
た
痛
み
に
寄
り

添
う
心
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま

し
た
�
�
中
江
央
�

　
戦
争
の
悲
惨
さ
を
知
り
�
普

段
の
平
和
が
当
た
り
前
で
な
い

と
感
じ
ま
し
た
�
被
爆
さ
れ
た

方
々
が
減
少
し
て
い
る
中
で
私

は
日
々
の
出
来
事
を
大
切
に
周

り
の
人
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず

に
�
平
和
を
大
事
に
し
て
後
世

に
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
て
生

き
て
い
き
た
い
で
す
�

�
長
島
蒼
依
�

生活協同組合コープこうべ
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協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

山陽新聞社 8 3

・	岡山空襲戦跡めぐりのワークショップを、岡山空襲があった前日に行った
ことで、複数のマスメディア（RSK放送、読売新聞、山陽新聞社）に取り
上げられた。当日は子どもたちへの取材がつぎつぎと行われたがしっかり
した受け答えができました。

・	その後の取り組みとして、参加者を広島平和資料館とピースアクション in
ヒロシマに招待しました。また、修了式や保護者の座談会を開催し、広報
誌で紹介しました。

エピソードなど

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

・岡山空襲展示室
　（学芸員の木村崇史さん）
・岡山空襲戦跡巡り
　（岡山の戦争と戦災を記録する会
　 谷口友美さん　前田真理子さん）

・広報誌「くらしとなかま」での紹介
・ポスター用に拡大して店舗、事業所への掲示
・平和イベント「平和のひろば」で、子ども記者に
よる来場者約220人への新聞の手配り

・インスタグラム、ホームページ
・ワークショップの様子をテレビ番組で放送

・	今、平和なのは同じような戦争をくり返さないように気をつけているからだと分かった。だからぼくもけ
んかをしないように悪口を言わないように気をつけたい。今回勉強したことを周りに伝えていきたいです。

・	岡山空しゅうのことを知って、自分事として考えれるようになりました。
・	平和について知れてみんなとなかよくなれてよかったです。
・	もうかくへい器や焼いだんを作らないでほしい。実際に想像しただけでこわい。
・	戦争がどれくらいこわいか知れて新聞を書いた意味があったと思います。
・	ちがう小学校の子たちとも交流できて楽しかったです。
・	教えてもらったことを友だちや親せきにも伝えていきたいです。
・	平和について知ってもっと「戦争はあっちゃいけない」と思いました。もし戦争をしている、しようと
していることがあったら他国でも反対したいです。

・	ほかの人の意見をきいて「そういうことか」や「確かに」など発想がうまれたりしてよかった。

子どもの感想

・	年の近い仲間と一緒に現場へ足を運び、実際に起こった戦争のことを聞かせ
ていただき、娘は初めて戦争を身近に感じて、恐ろしさを感じたことと思います。

・過去に起こった事実やその影響の恐ろしさを本気で伝えようとしてくださる
人の姿から、娘は何かを感じ、今度は自分から興味を持って戦争関連の本を
読むようになりました。

保護者の感想

生活協同組合おかやまコープ
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生活協同組合おかやまコープ
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協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

高知新聞 5 3

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

・ 7/5 高知県南国市の掩体壕取材
・掩体壕ガイドの森本さんに話を聞く
・ 7/5　高知県立美術館にて、ピースアクションinこ
うちに参加し、被爆ピアノコンサートをされてい
る矢川さん、戦争体験講演をされた藤本さんを取
材、その後被爆ピアノコンサートを鑑賞

・こうち生協ホームページ　

・11月22日（土）高知ぢばさんセン
ターで開催する「こうち生協40周
年ありがとうフェスタ」で展示

こうち生活協同組合

・講師の方にアドバイスはいただきましたが、時間もない中でこれだけの新聞が作成で
きたのは参加してくれた子供たちの頑張りのおかげだと思います。

・この新聞づくりの後で広島に修学旅行に行かれる参加者がおり、平和学習について興
味が持てたとの声もありました。

エピソードなど

平和新聞の紙面に掲載しています。

参加者の感想
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こうち生活協同組合
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協力新聞社名 子ども参加人数 集まった回数

朝日新聞社 4 4

・今回講師を依頼した朝日新聞社様は、被爆体験証言集のとりくみを継続してご取材いただ
いており、その関係性からご快諾いただきました。

・当初は高学年以上の参加を想定していましたが、3年生からもぜひ参加したいという強い希
望があり、3年生～ 6年生で開催しました。全員とても積極的、かつ協力的で、みんなで
仲良くプロジェクトを進めることができました。来年も企画する場合は、ぜひ参加したい
との声をいただきました。

・参加した子ども記者の祖父母が「記事について孫と一緒に話したい」という思いから、自
分たちで平和関連施設を見学した事例もありました。

・「子ども平和新聞発表会」を「平和の旅報告会」と合同で開催しました。小学 3年生～ 80
代までの参加があり、世代を超えて交流することができました。平和の旅に参加した子ど
もたち含め、「エフコープ　ピースキッズ認定証」を授与しました。

エピソードなど

訪問施設やお話を聞いた方 完成した新聞の広報や報告方法

・�筑前町立大刀洗平和記念
館（館内ガイド）

・戦跡（掩体壕・頓田の森・
ピーポート甘木のシイの木
モニュメント）（組合員のボ
ランティアガイド）

・エフコープホームページでお知らせ
 （https://www.fcoop.or.jp/news/archives/1375）

・エフコープ店舗など各事業所にて掲示・配布

・各地域で開催した平和展、学習会、イベントなどで掲示、配布

・ブロック活動委員会、区域委員会へ配布

・聞づくりは難しかったけど楽しかったです。
・新聞の記事をつくるときに、一度字数を無視してまとめて最後に字数を合わせるのが難し
かったです。

・自分がもっと知りたいと思ったことを記事にしました。
・みんなが知らないことを知りたい人にこの新聞を読んでもらいたいと思いました。
・「こんなことがあったんだ、つなげていかないといけない」と思ってもらえるような新聞を
つくりたいと思いました。

・戦争で自分たちと同じくらいの子どもがたくさんの人が亡くなったことを知って、平和は
大事だと思いました。

参加者の感想

エフコープ生活協同組合
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2025年（令和7年）７月12日（土）

平和な今 80年前の戦争
当
時
の
戦
争
を
学
ん
で

身近な「戦跡」を訪ねて考えた

エフコープ子ども平和新聞

　
終
戦
か
ら
80
年
。
私
が

住
ん
で
い
る
地
域
に
も
空

襲
が
起
き
た
。
一
回
目
は

１
９
４
５
年
３
月
27
日

Ｂ
ー
29
が
74
機
。
二
回
目

の
31
日
は
１
０
６
機
。
全

部
で
ア
メ
リ
カ
軍
か
ら
２

５
０
０
発
以
上
の
爆
弾
が

上
空
か
ら
降
っ
て
き
た
。

　
私
は
７
月
12
日
、
当
時

児
童
が
逃
げ
込
ん
だ
頓
田

の
森
を
訪
ね
た
。
頓
田
の

森
と
は
１
９
４
５
年
３
月

27
日
当
時
立
石
国
民
学
校

の
児
童
が
逃
げ
込
ん
だ
場

所
で
24
名
が
即
死
、
７
名

が
病
院
で
亡
く
な
っ
た
お

そ
ろ
し
い
場
所
だ
。
現
在

で
は
平
和
花
園
と
し
て
整

備
さ
れ
、
説
明
板
が
置
か

れ
て
い
る
。

　
近
く
の
一
ツ
木
神
社
に

は
、
子
供
を
失
っ
た
親
た

ち
が
建
て
た
地
蔵
が
あ

る
。
子
供
た
ち
が
遊
ん
で

い
た
場
所
に
戻
っ
て
来
ら

れ
る
よ
う
に
と
願
い
を
込

め
た
。
　（
池
末
こ
と
ね
）

　
私
が
行
っ
た
と
こ
ろ
は

福
岡
け
ん
筑
前
町
の
え
ん

た
い
ご
う
で
す
。
筑
前
町

は
家
や
田
畑
が
多
い
と
こ

ろ
で
す
。
え
ん
た
い
ご
う

の
周
り
に
は
、
草
が
う
え

て
あ
り
ま
す
。

　
え
ん
た
い
ご
う
と
は
、

せ
ん
そ
う
中
に
せ
ん
と
う

き
を
か
く
す
た
め
に
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
す
。
戦
時

中
に
は
、
大
刀
洗
飛
行
場

周
辺
に
い
く
つ
も
作
ら
れ

ま
し
た
が
、
今
も
残
っ
て

い
る
の
は
一
カ
所
の
み
で

す
。
か
ま
ぼ
こ
が
た
の
形

を
し
て
い
て
、
は
ば
36

メ
ー
ト
ル
あ
つ
さ
45
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
高
さ
７
・
３

メ
ー
ト
ル
で
す
。

　
な
ぜ
今
も
の
こ
っ
て
い

る
の
か
と
い
う
と
せ
ん
そ

う
が
終
わ
っ
た
時
に
こ
わ

そ
う
と
し
て
ダ
イ
ナ
マ
イ

ト
を
し
か
け
た
け
ど
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
つ
く
っ
て
い

た
の
で
え
ん
た
い
ご
う
の

一
部
分
し
か
こ
わ
れ
な

か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
　
　（
田
中
ひ
な
た
）

　
掩
体
壕
は
、
て
き
の
飛

行
機
か
ら
味
方
の
飛
行
機

を
守
る
た
め
の
建
物
で

す
。

　
掩
体
壕
の
屋
根
は
か
ま

ぼ
こ
型
で
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
土
で
作
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
屋
根
に
は
、
土

や
草
や
木
を
か
ぶ
せ
て
、

相
手
に
見
つ
か
り
に
く
い

工
夫
を
さ
れ
て
い
た
。

　
掩
体
壕
の
屋
根
の
作
り

方
は
、
土
を
か
ま
ぼ
こ
型

に
盛
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
流
し
て
固
め
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
固
ま
っ
た
ら
土

を
か
き
出
し
、
ド
ー
ム
型

に
し
て
い
た
。

　
空
し
ゅ
う
、
ダ
イ
ナ
マ

イ
ト
に
も
た
え
た
掩
体
壕

は
、
ば
く
だ
ん
に
強
い
そ

材
で
作
ら
れ
て
お
り
、
て

つ
の
ぼ
う
や
、
木
で
つ
く

ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
掩
体
壕
は
今
年
４
月
か

ら
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
見
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。（
井
上
ま
あ
や
）

　
み
な
さ
ん
震
電
は
知
っ

て
い
ま
す
か
？
震
電
は
終

戦
間
際
に
福
岡
県
で
作
ら

れ
た
戦
闘
機
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
ひ
み
つ
が
あ
る
震

電
を
さ
ぐ
っ
て
み
よ
う
。

　
大
刀
洗
平
和
記
念
館
の

展
示
に
よ
る
と
、
ま
ず
、

震
電
は
零
戦
と
は
ち
が

い
、
エ
ン
ジ
ン
と
プ
ロ
ペ

ラ
が
後
ろ
に
あ
る
「
エ
ン

テ
型
」
の
た
め
Ｂ
ー
29
よ

り
速
い
７
５
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　
次
に
震
電
が
福
岡
で
作

ら
れ
た
理
由
は
、
九
州
飛

行
機
は
て
い
さ
つ
機
な
ど

を
作
っ
て
い
て
、
関
東
な

ど
ほ
か
の
飛
行
機
製
作
会

社
に
く
ら
べ
て
よ
ゆ
う
が

あ
っ
た
か
ら
作
っ
た
そ
う

で
す
。

　
し
か
し
、
震
電
は
終
戦

間
際
に
作
ら
れ
た
た
め
、

実
戦
に
は
使
わ
れ
る
こ
と

な
く
終
戦
を
む
か
え
ま
し

た
。
け
れ
ど
、
も
し
震
電

が
使
わ
れ
て
い
た
ら
、
ど

う
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う

か
。
　
　（
佐
藤
し
も
ん
）

　未来を担う子どもたちが、平和に

ついて学び考え、新聞づくりを行

う、子ども平和新聞プロジェクト。

小学3年～6年生の4名が、7月12

日に筑前町立大刀洗平和記念館の

見学やガイドへのインタビューを行

うとともに、周辺の戦跡を取材しま

した。今回のとりくみを通して命の

尊さと戦争の記憶に向き合うこと

ができました。

幻の戦闘機「震電」

飛
行
機
を
守
っ
た
掩
体
壕

えんたいごうのひみつ

エ
フ
コ
ー
プ

子
ど
も

平
和
新
聞

田中 ひなた

３年

佐藤 しもん

４年

7月12日2025年
（令和7年） 土曜日

編集長

池末 ことね

６年

井上 まあや

４年
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2025年（令和7年）7月12日（土） エフコープ子ども平和新聞

しゅざいに行って思ったこ

とはせんそうで自分の子ども

やかぞくが目の前で死んでしま

うところをみたら、だれでもかなし

くてこれからどうやっていきていこうと

思うと思います。大刀洗平和きねんかんで

みたせんそうに行く前の手紙をみて本当はま

だまだかぞくとすごしたいのに、行きたくないな

と思ってせんそうにむかったと思います。

８0年前のできごとをみらいにつたえていっ

て、これから生れてくるひとたちにもせん

そうのつらさ、かなしさ、大へんだった

ことをつたえていきたいです。今

ある平和がこのままつづいてほ

しいです。　　（田中ひなた）

　 　 　

今回の取

材で私が学校

で学習したことより

も細かく知ることができたし

頓田の森であったことや一ツ木神社の延命

地蔵のことはなにがあっても語りついでわすれ

てはいけないと思いました。たいへんだったこと

は、メモをしたり質問したりばたばたで新聞をま

た別のきかいに作るとしたらそこをかいぜん

してもっと今の自分より成長してくわしく

読む人が「こんなことがあったんだな」

とか実感して覚えてもらえるような、

新聞を作ってみたいし、当時こんなこ

とがあったやどう思っただけじゃな

くてしっかり伝えられるようにがん

ばりたいです。　　　　（池末ことね）

　　　　

　今回たちあらい平和

記ねん館などで、震電のことや

とんたの森のこと、ピーポート甘木

のシイの木モニュメントのことをたくさ

ん知ることができました。今回の新聞は震

電のことをかいたけれど、立石国民学校のせ

いとたちの気もちもふしぎになってきました。

ほかにもなぜアメリカは大きいB29などの爆

撃機を作っていたのに日本は零戦のように小

さい戦闘機ばかり作っていたのだろうか？

など、もっとしらべたいことがたくさんあ

るので今度は自分で取材したりぎもん

を明らかにしていきたいです。とて

もべん強になりました。　　　

　　　　（佐藤しもん）

　

　　　　大刀洗平和記念館では

しゅうふくしたせんとうきがてんじされて

いて、零戦32型はここでしか見ることが

できず、大きな飛行場があったまちには

飛行機がたくさん飛んできて、爆弾が落と

されました。１06年前につくられた大刀

洗飛行場は、ペイペイドーム27個分の大

きさだったことがわかりました。戦争で

17才の人や、18才の人がとっこうで亡く

なったこと、小学生が頓田の森でなくなっ

たことがわかりました。とっこうたいはと

くべつこうげきたいと言うことと、飛行機

を作る工場などにたくさんの人がいたこ

とがわかりました。これからも平和につい

て考えていきたいです。

　（井上まあや）
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被爆・戦後80年
平和とよりよい生活のために被爆・戦後80年

子ども平和新聞プロジェクト　
被爆・戦後80年
子ども平和新聞プロジェクト　

全国の21地域の生協が参加を呼びかけ、小中高生137人の子どもたちが参加しました。
記者から取材の仕方、記事の書き方を学び、地域にある戦跡や資料館などに足を運ん
だり、被爆者や戦争体験者から話を聞いたりして、自分の言葉で記事を作りました。
そうして67枚の新聞が完成しました。

被爆・戦後80年の今年、次世代を担う子どもたちが平和について学び、
自分の言葉で新聞記事をつくる「子ども平和新聞プロジェクト」を展開しました。

生活協同組合コープぐんま 京都府生活協同組合連合会 生活協同組合おかやまコープ

取材で見たこと、学ん
だこと、感じたこ

とを、読む人みんなが
わかりやすいよう

にまとめるのが大変で
した。

実際に取材をしたり新聞作りは難しかっ
たけど、みんなで協力できて楽しかった。

このつらい経験を単なる歴史にせず、

未来へ伝えていきたいです。

子どもたちの感想を一部紹介します
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